
第
四
章

特
別
法
要

親
鸞
聖
人
七
百
回
御
遠
忌
法
要
（
一
九
七
一
年
）

54

記
念
事
業

本
堂
庫
裏
改
修

親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
年

立
教
開
宗
七
百
五
十
年
慶
讃
法
要

並

58

住
職
継
承
法
要
（
一
九
八
八
年
）

記
念
事
業

内
陣
荘
厳
御
修
復

蓮
如
上
人
五
百
回
御
遠
忌
法
要
（
一
九
九
七
年
）

70

記
念
事
業

本
堂
屋
根
大
改
修

庫
裏
改
修

宗
祖
親
鸞
聖
人
・
恵
信
尼
公
七
百
五
十
回
御
遠
忌

（
二
〇
一
九
年
）

79

記
念
事
業

お
待
ち
受
け
聞
法
会

他
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親
鸞
聖
人
七
百
回
御
遠
忌

並
び
に

本
堂
庫
裏
改
修
工
事

昭
和
四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
四
月
一
日
～
五
日

勝
福
寺
の
本
堂
は
棟
木
の
墨
書
か
ら
推
測
す
る
に
一
七
七
一
年
に

建
立
さ
れ
た
よ
う
で
す
。そ
の
後
、本
堂
は
草
葺
き
か
ら
瓦
葺
き
に
変

わ
っ
て
い
ま
す
。庫
裏
に
つ
い
て
は
定
か
で
な
い
が
百
年
以
上
は
経
っ
て

お
り
、途
中
、平
屋
で
あ
っ
た
も
の
を
二
階
建
て
に
改
修
し
て
い
ま
す
。

ひ
と
こ
と
で
言
え
ば
、大
変
古
い
建
物
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、戦
中
戦
後
、

修
理
も
ま
ま
な
ら
ず
荒
れ
果
て
た
ま
ま
で
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
六
年
、世
の
中
も
落
ち
着
き
、「
親
鸞
聖
人
七
百
回
御
遠

忌
」
の
記
念
事
業
と
し
て
、よ
う
や
く
本
堂
・庫
裏
改
修
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。そ
の
と
き
の
慶
び
を
第
十
七
世
住
職
が
退
任
挨
拶
で

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、世
の
中
も
落
ち
着
き
、私
も
法
務
に
い
そ
し
ん
で
居
り

ま
し
た
と
こ
ろ
、昭
和
四
十
年
よ
り
三
カ
年
で
御
門
徒
各
位
の
御

寄
進
に
よ
り
、戦
時
中
に
供
出
し
た
仏
具
の
再
興
が
な
り
、続
い
て
、

か
ね
て
念
願
の
親
鸞
聖
人
七
百
回
御
遠
忌
法
要
の
厳
修
と
戦
中
、

戦
後
の
荒
廃
い
ち
じ
る
し
い
本
堂
、庫
裏
の
修
復
を
思
い
立
ち
、昭

和
四
十
六
年
四
月
に
は
大
法
要
を
厳
修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
喜
び
は
今
に
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
当
時
の
文
章
資
料
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、写
真
が
残
っ
て
い
ま

し
た
の
で
、写
真
を
通
し
て
御
遠
忌
を
振
り
か
え
っ
て
み
る
こ
と
に
し

ま
す
。

工事前の本堂

工
事
前
の
庫
裡

改
修
を
終
え
た
本
堂
・庫
裡
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稚児行列

第十七世住職

楽 人

車社会でなかった当時、別院境内には桜など、
庭木がたくさんありました。
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献灯・献華・献香

住職挨拶

稚
児
集
合

（
四
日
市
別
院
本
堂
階
段
）

参勤法中
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当
時
の
総
代
・
婦
人
会
の
皆
様

参
勤
く
だ
さ
っ
た

法
中
の
皆
様

親
戚
一
同



趣

意

書

謹
啓

向
暑
の
砌

各
位
に
は
益
々
御
健
勝
に

み
ぎ
り

て
、
日
々
御
法
義
御
相
続
の
こ
と
と
拝
察
し
、
慶

賀
の
至
り
に
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
当

勝
福
寺
は
、
了
山
師
に
よ
る
開
基

以
来
三
百
年
、
本
尊
に
阿
弥
陀
如
来
の
秘
仏
を
安

置
し
、
浄
土
真
宗
大
谷
派
の
九
州
地
区
塔
頭
と
し

て
、
世
々
門
信
徒
の
尊
崇
を
集
め
、
そ
の
念
仏
の

場
と
な
り
、
ま
た
心
の
安
ら
ぎ
の
場
と
も
な
っ
て

参
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
永
い
年
月
の
重
み
に
は

耐
え
得
ず
、
内
陣
の
損
壊
も
著
し
く
、
全
面
的
に

修
復
を
要
す
る
時
機
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
昭
和
六
十
三
年
の
春
季
を
期
し
て
、

宗
祖
親
鸞
聖
人
生
誕
八
百
年

立
教
開
宗
七
百
五

十
年
の
慶
讃
法
要
を
厳
修
す
る
に
当
り
、
併
せ
て
、

第
十
七
世
住
職

藤
谷
弘
道
の
引
退
と
第
十
八
世

知
道

新
住
職
の
継
承
の
法
要
を
営
む
と
共
に
、

記
念
事
業
と
し
て
御
本
尊
阿
弥
陀
如
来
像
の
御
修

復

並
び
に

本
堂
御
内
陣
と
庫
裏
御
内
仏
の
塗
箔

修
復
工
事
に
取
り
か
か
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
そ
の
深
大
な
意
義
と
経
費
の
高

額
な
こ
と
に
鑑
み
、
住
職
と
総
代
会
と
で
慎
重
な

審
議
を
重
ね
、
綿
密
な
計
画
を
立
て
て
運
営
推
進

に
当
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

皆
様
方
に
は
、
出
費
御
多
端
の
折
、
誠
に
恐
縮

で
す
が
、
如
上
の
趣
意
に
御
賛
同
を
賜
わ
り
、
御

門
徒
並
び
に
一
般
御
信
徒
の
方
々
に
浄
財
の
御
喜

捨
を
仰
ぎ
た
く
、
茲
に
、
事
業
計
画
書
を
添
え
て
、

衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

合

掌

昭
和
六
十
年
七
月

勝
福
寺

第
十
七
世
住
職

藤
谷
弘
道

門
徒
総
代
会
長

佐
々
木
宇
喜
盛

他

記
念
事
業
実
行
委
貞
一
同

（
四
日
市
地
区
委
員
）
麻
生
史
紀

大
迫
国
光

中
園

武

中
園
静
雄

幡
手
ス
ヱ
ノ

粉

一
民

外
園

章

外
園
順
一

峯

馨

矢
野

矢

渡
辺
孝
子

渡
辺
繁
雄

渡
辺
文
生

渡
辺
信
雄

渡
辺
文
太

渡
辺
美
代
子

（
駅
川
地
区
委
員
）
佐
々
木
倉
太

佐
々
木
孝
司

畑
迫
正
一

藤
本
千
之

本

ト
ヨ
カ

森
若

驍

矢
次
重
義

山
本
裕
敬

吉
松
君
子

（
院
内
地
区
委
員
）
石
川
一
之

尾
山
政
夫

河
野

規

川
面
武
夫

権
藤

顕

向
野
一
一

（
三
光
地
区
委
員
）
奥
永

始
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第
十
七
世
住
職
、藤
谷
弘
道
は
、い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
、祖
父
が
長
く
住
職
を
務
め
た
た
め
父
の
代
が
短
か
っ
た
こ

と
を
顧
み
て
、六
十
歳
で
住
職
を
引
退
す
る
と
決
め
て
い
た
よ
う
で
す
。い
よ
い
よ
六
十
歳
が
近
づ
く
と
、最
後
の

仕
事
と
し
て
、年
を
経
て
く
す
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
御
荘
厳
類
の
彩
色
を
や
ら
せ
て
欲
し
い
と
、門
信
徒
の
皆
様
に

お
願
い
し
ま
し
た
。こ
う
し
て
始
ま
っ
た
の
が
「
親
鸞
聖
人
御
生
誕
八
百
年
立
教
開
宗
七
百
五
十
年
慶
讃
並
び
に

住
職
継
承
」
の
記
念
事
業
と
し
て
の
本
堂
内
陣
の
御
荘
厳
を
一
新
す
る
彩
色
工
事
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
六
十
（
一
九
八
五
）

年
～
昭
和
六
十
二
（
一
九
八
七
）
年

慶
讃
法
要

並
び
に

住
職
継
承
法
要

親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
年

立
教
開
宗
七
百
五
十
年

記
念
事
業

御
本
尊
御
修
復･

御
内
陣
漆
箔
修
復
工
事
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修
復
前
の
お
内
陣

御
本
尊
・御
宮
殿
・須
弥
壇
・欄
間
・御
幕
障
子

お世話くださった総代さんたち

御 本 尊

漆も柱の金箔も剥げている



- 60 -

渡邉信雄さん・御宮殿の裏板に記念の墨書 御宮殿の屋根部分

御宮殿の組み立て

美しく塗り直されたお内陣



御
案

内

謹
啓陽

気
漸
く
あ
ら
た
ま
る
と
き
、
貴
家
御
一
統
様

に
は
、
日
々
御
法
悦
、
愈
々
御
清
栄
の
こ
と
と
拝

察
し
、
衷
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

扨
て
、
か
ね
て
趣
意
書
を
も
っ
て
御
案
内
申
し

さ

上
げ
ま
し
た
様
に
、
当
寺
に
お
い
て
は
、
宗
祖
御

生
誕
八
百
年
・
立
教
開
宗
七
百
五
十
年
の
慶
讃
法

要
並
び
に
住
職
継
承
法
要
を
左
記
に
よ
り
厳
修
い

た
し
ま
す
。

惟
う
に
、
こ
の
た
び
の
大
法
要
は
、
「
了
山
師

お
も

開
基
以
来
三
百
年
、
門
信
徒
の
念
仏
の
道
場
と
な
っ

て
き
た
本
堂
内
陣
の
御
修
復
を
も
計
り
、
本
願
聞

信
の
機
縁
を
深
め
よ
う
」
と
の
志
願
か
ら
で
し
た
。

こ
の
呼
び
か
け
に
快
く
応
じ
、
多
額
の
御
浄
財
を

お
寄
せ
下
さ
っ
た
皆
様
方
の
尊
い
御
厚
志
に
よ
り
、

そ
の
よ
ろ
こ
び
の
時
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
深
く
謝
意
を
捧
げ
ま
す
。

い
ま
、
こ
の
勝
縁
に
合
わ
せ
て
い
た
だ
け
る
時

を
期
し
、
さ
ら
に
心
を
新
た
に
し
て
、
御
本
尊
の

前
に
身
を
運
び
、
静
か
に
、
宗
祖
の
み
教
え
に
耳

を
傾
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
尊
い

人
生
を
生
き
て
い
く
意
義
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の

道
を
見
出
し
て
い
き
た
い
と
念
願
す
る
次
第
で
す
。

ま
た
と
な
い
こ
の
御
法
要
に
皆
様
お
揃
い
で
お

参
り
し
、
御
先
祖
の
深
い
願
い
に
も
触
れ
て
い
た

だ
き
た
く
、
謹
ん
で
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
二
月
十
五
日

響
流
山
勝
福
寺
住
職

藤
谷
弘
道

慶
讃
法
要
委
員
長

佐
々
木
宇
喜
盛

他

法
要
委
員
一
同

門
信
徒
各
位
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親
鸞
聖
人
御
生
誕
八
百
年

立
教
開
宗
七
百
五
十
年

昭
和
六
十
三
（
一
九
八
八
）
年
四
月
一
日
～
三
日

慶
讃
法
要
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献灯・献華・献香

稚児行列の出発横町を進む稚児行列四日市の町中を進む稚児行列

献灯・献華・献香

稚児宿になった四日市別院本堂にて、庭儀出発前のお勤め

庭儀（稚児行列）
て い ぎ ち ご ぎ ょ う れ つ



敬

白

敬
っ
て
三
佛
賢
聖
、
照
臨
の
影
前
に
白
す
。

も
う

本
日
こ
こ
に
住
職
退
任
法
要
を
厳
修
す
る
こ
と

を
得
た
る
は
大
い
な
る
慶
び
で
あ
り
ま
す
。

顧
み
れ
ば
、
昭
和
十
五
年
、
小
学
六
年
の
時
に

母
が
病
に
倒
れ
、
そ
の
直
後
に
前
々
住
の
祖
父
の

死
去
、
ま
た
そ
の
後
数
ヶ
月
に
し
て
祖
母
の
死
去

に
あ
い
、
以
来
、
姉
と
弟
の
三
人
で
力
を
合
わ
せ
、

学
業
の
か
た
わ
ら
家
事
を
手
伝
い
、
中
学
を
卒
業

し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
七
月
、
招
集
を
受
け
、

八
月
敗
戦
、
九
月
に
復
員
し
て
、
三
ヶ

月
後
の
十
二
月
末
に
前
住
職
の
父
を

失
い
ま
し
た
。

翌
年
二
月
得
度
、
未
成
年
な
れ
ど

勝
福
寺
の
法
務
に
従
事
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

五
月
に
は
姉
の
急
逝
で
、
病
気
の
母
と
兄
弟
二

人
の
生
活
と
な
っ
た
た
め
、
御
門
徒
の
勧
め
を
い

た
だ
い
て
、
二
十
二
年
六
月
に
結
婚
。
翌
年
、
長

男
知
道
が
誕
生
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
喜
ん
で
く

れ
た
母
、
並
び
に
弟
も
三
ヶ
月
後
の
九
月
に
は
相

次
い
で
死
去
。
こ
う
し
て
八
年
の
間
に
六
人
の
肉

親
と
死
別
し
て
独
り
寺
に
取
り
残
さ
れ
た
私
の
心

境
は
、
と
う
て
い
言
葉
で
は
言
い
尽
く
せ
な
い
も

の
で
御
座
居
ま
し
た
。
そ
の
精
神
的
な
闇
を
抱
え
、

ま
た
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
方
向
を
見
出
せ
ず
、

随
分
と
迷
い
、
法
務
を
お
ろ
そ
か
に
し
、
御
門
徒

の
皆
様
方
に
御
心
配
、
御
迷
惑
を
お
か
け
し
た
事

は
慚
愧
の
限
り
で
、
こ
こ
に
深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

そ
の
後
、
世
の
中
も
落
ち
着
き
、
私
も
法
務
に

い
そ
し
ん
で
居
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
昭
和
四
十
年

よ
り
三
カ
年
で
御
門
徒
各
位
の
御
寄
進
に
よ
り
、

戦
時
中
に
供
出
し
た
仏
具
の
再
興
が
な
り
、
続
い

て
、
か
ね
て
念
願
の
親
鸞
聖
人
七
百
回
御
遠
忌
法

要
の
厳
修
と
戦
中
、
戦
後
の
荒
廃
い
ち
じ
る
し
い

本
堂
、
庫
裏
の
修
復
を
思
い
立
ち
、
昭
和
四
十
六

年
四
月
に
は
大
法
要
を
厳
修
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
喜
び
は
今
に
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

以
来
、
今
日
ま
で
十
七
年
間
、
幸
い
に
健
康
に

も
恵
ま
れ
法
務
一
筋
に
勤
め
て
参
り
ま
し
た
が
、

そ
の
間
、
お
月
忌
を
縁
と
し
て
御
門
徒
の
方
々
と

の
交
流
は
、
私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
生
き

甲
斐
で
あ
り
、
ま
た
寺
に
生
ま
れ
た
者
で
な
け
れ

ば
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
幸
せ
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

三
年
前
、
若
院
が
京
都
よ
り
帰
り
法
務
に
た
ず

じ
ゃ
く
い
ん

さ
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
三
年
後
の
引

退
を
考
え
、
親
鸞
聖
人
生
誕
八
百
年
、
立
教
開
宗

七
百
五
十
年
の
慶
讃
法
要
を
厳
修
し
、
記
念
事
業

き
ょ
う
さ
ん

と
し
て
本
堂
の
彩
色
工
事
い
た
し
た
き
旨
を
総
代
、

御
門
徒
各
位
に
お
願
い
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
皆
様

方
の
御
賛
同
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昭
和
六
十
年
一
月
よ
り
取
り
掛
か
り
昨
六
十
二

年
十
二
月
に
完
成
、
本
日
こ
の
法
要
を
営
む
運
び

と
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
私
の
生
涯
に
こ
の
上
な

い
喜
び
で
あ
り
ま
す
と
共
に
、
こ
れ
を
以
て
心
お

き
な
く
退
任
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
こ
と
は
誠
に

感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。

爾
今
以
後
、
新
住
職
を
助
け
、
仏
祖
の
示
教
を

聞
信
敬
仰
し
、
静
か
な
る
報
恩
の
行
業
を
は
た
し

た
く
思
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

伏
し
て
、
乞
う
。

佛
祖
、
照
覧
し
、
哀
愍
攝
受
し
た
ま
へ
。

あ
い
み
ん
し
ょ
う
じ
ゅ

昭
和
六
十
三
年
四
月
四
日

勝
福
寺
第
十
七
世
住
職

釋
弘
道
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住

職

継

承
法

要

第
十
七
世

釋
弘
道

退
任
敬
白
文

昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
年
）
四
月
四
日



表

白

本
日
こ
こ
に
、
私
、
釋
知
道
は
、
内
外
の
因
縁

の
熟
し
来
た
る
と
こ
ろ
に
押
し
出
さ
れ
て
、
勝
福

寺
第
十
八
世
住
職
に
就
任
い
た
し
ま
す
こ
と
を
、

阿
弥
陀
如
来
並
び
に
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
両
尊
前
に

お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

か
え
り
み
れ
ば
、
い
の
ち
を
賜
り
て
三
十
余
年
、

驕
り
た
か
ぶ
り
た
る
自
我
意
識
を
恥
じ
る
こ
と
な

く
、
わ
が
出
自
を
恨
み
、
世
間
を
軽
蔑
し
て
生
き

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
私
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
は
る
か
に
深
く
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
た
仏

縁
に
育
ま
れ
て
、
今
日
ど
う
や
ら
、
五
逆
謗
法
の

徒
と
は
こ
の
私
で
あ
る
と
、
か
す
か
に
思
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

賜
り
た
る
い
の
ち
、

い
の
ち
と
共
に
た
ま
わ
り
た
る
ご
縁
の
人
々
、

ご
縁
の
世
界
、

そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
限
り
な
き
豊
か
さ
、

み
ず
み
ず
し
さ

そ
れ
ら
の
こ
と
に
か
す
か
に
想
い
到
る
よ
う
に
な
っ

た
今
、
そ
れ
ら
の
当
体
で
あ
る
阿
弥
陀
如
来
に
南

無
し
た
て
ま
つ
る
こ
と
の
歓
び
を
少
し
ば
か
り
味

わ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ご
縁
の
深
さ
に
く
ら
べ
、
内
に
熟
す
る
も
の
の

な
お
か
細
き
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

は
罪
深
く
煩
悩
激
し
き
こ
の
宿
業
の
身
の
ま
ま
に
、

南
無
阿
弥
陀
仏
と
念
仏
申
し
つ
つ
、
如
来
の
お
育

て
を
日
々
新
た
に
受
け
て
、
こ
の
勝
福
寺
が
い
よ

い
よ
如
来
の
恩
徳
を
讃
嘆
す
る
僧
伽
に
な
っ
て
い

く
よ
う
、
有
縁
の
皆
様
と
共
に
歩
ん
で
参
る
こ
と

を
誓
い
ま
す
。

一
九
八
八
年
四
月
四
日

勝
福
寺
第
十
八
世
住
職

釋
知
道

敬
っ
て
白
す
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住職補任狀伝達引退挨拶

第
十
八
世

釋
知
道

就
任
表
白
文
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御
盡
力
下
さ
っ
た
総
代
の
皆
様

婦
人
会
の
皆
様



趣

意

書

謹
啓

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
御
健
勝
に
て

日
々
御
法
義
御
相
続
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
当
寺
は
、今
か
ら
四
百
年
前
真
勝
寺
（
現
・東
別

院
）
を
開
い
た
専
誉
上
人
（
渡
辺
蔵
人
統
綱
）
の
弟
子
・良

く
ろ
う
ど
む
ね
つ
な

珍
を
開
基
と
し
、長
い
間
、九
州
御
坊
の
塔
頭
と
し
て
九

た
っ
ち
ゅ
う

州
一
円
の
大
谷
派
の
寺
々
を
監
督
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、い
か
な
る
因
縁
に
よ
る
の
か
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん

が
、私
共
が
ご
先
祖
よ
り
受
け
継
ぎ
お
参
り
し
て
き
た
当

寺
の
御
本
尊
は
、そ
れ
よ
り
更
に
三
百
年
程
さ
か
の
ぼ
っ

た
鎌
倉
初
期
の
阿
弥
陀
如
来
像
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
御
本
尊
を
安
置
し
て
き
た
当
寺
の
本
堂
は
、三
百

五
十
年
前
、山
本
、常
徳
な
ど
を
転
々
と
し
た
後
に
、真
勝

寺
と
も
ど
も
現
在
地
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。爾
来
、東
別

院
が
焼
き
打
ち
に
さ
れ
た
御
許
山
騒
動
の
兵
火
に
も
免

れ
、あ
る
時
は
草
葺
き
を
瓦
葺
き
に
改
築
し
、あ
る
時
は

本
堂
と
庫
裏
の
間
に
お
内
仏
の
間
を
増
築
し
た
り
し
な
が

ら
、門
信
徒
の
道
場
と
し
て
今
日
ま
で
大
切
に
護
持
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、永
年
の
風
雪
に
建
物
の
傷
み
は
進
み
、抜
本
的

な
改
修
の
時
が
迫
っ
て
き
て
お
り
ま
し
た
が
、三
年
前
の
台

風
十
七
号
・十
九
号
、昨
年
の
台
風
十
三
号
と
度
重
な
る

風
水
害
に
よ
っ
て
、本
堂
・庫
裏
の
屋
根
の
損
壊
が
こ
と
の

ほ
か
進
み
ま
し
た
。あ
る
い
は
大
修
理
の
時
機
が
熟
し
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。こ
こ
に
総
代
会
を
開
き
、皆
さ
ん
に
計
っ

た
と
こ
ろ
、力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
も
う
と
の
ご
決
議
を

頂
き
ま
し
た
。

私
共
と
し
ま
し
て
も
、皆
様
方
の
お
力
添
え
を
受
け
な

が
ら
、前
住
職
か
ら
始
ま
っ
た
昭
和
の
大
修
理
を
引
き
継

い
で
平
成
の
大
修
理
を
完
成
さ
せ
る
べ
く
徴
力
を
尽
く
す

所
存
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、出
費
多
端
の
折
、誠
に
恐

縮
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、こ
の
趣
旨
に
御
賛
同
い
た
だ
き
、仏

法
領
へ
の
心
か
ら
な
る
布
施
を
行
じ
て
下
さ
い
ま
す
よ
う

衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
六
年
十
一
月

勝
福
寺
第
十
八
世
住
職

藤
谷
知
道

前
住
職

藤
谷
弘
道

勝
福
寺
門
徒
総
代
会
長

外
園

章

（
四
日
市
地
区
総
代
）
麻
生
史
紀

大
迫
国
光

中
園
静
雄

中
園
武

幡
手
ス
ヱ
ノ
枌
一
民

外
園
章

外
園
淳

外
園
正
久

前
田
隆
三

渡
辺
孝
鈍

渡
辺
正
綱

渡
辺
ミ
ツ
ル
渡
辺
元
義

渡
辺
文
生
（
顧
問
）

（
豊
川
地
区
総
代
）
小
川
春
海

佐
々
木
孝
司

渡
来
秀
利

藤
本
千
之

矢
次
重
義

山
本
裕
敬

吉
松
君
子

吉
松
忠
徳

畑
迫
正
一
（
顧
問
）

（
院
内
地
区
総
代
）
石
川
十
三
男

尾
山
政
夫

河
野
尚
之

川
面
一
男

権
藤

顕

向
野

茂

向
野
一
一
（
顧
問
）

（
そ
の
他
）
奥
永

始
（
深
水
）
峯

馨
（
乙
女
）

渡
辺
正
民
（
中
津
）
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平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
九
月
二
十
七
日
、長
崎
に
上
陸
し
た
台
風
十
九
号
は
、九
州
北
部
地
方
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た
勝
福
寺
の
本
堂
・庫
裏
も
ま
た
強
風
に
耐
え

き
れ
ず
、
瓦
が
飛
ば
さ
れ
る
な
ど
し
て
、抜
本
的
な
修
理
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、三
年
前
に
住

職
を
継
承
し
た
ば
か
り
の
私
た
ち
は
途
方
に
暮
れ
る
ば
か
り
で
し
た
が
、総
代
さ
ん
を
は
じ
め
ご
門
徒
の

皆
さ
ん
か
ら
の
力
強
い
後
押
し
が
あ
り
、思
い
切
っ
て
平
成
の
大
改
修
に
踏
み
切
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
六
（
一
九
九
四
）
年

～

平
成
八
（
一
九
九
六
）
年

蓮
如
上
人
五
百
回
御
遠
忌
法
要

記
念
事
業

勝
福
寺
本
堂
庫
裏
大
改
修
工
事



○

経

緯

平
成
三
年
九
月

台
風
十
九
号
で
本
堂
と
庫
裏
の
屋
根

な
ど
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
る
。

平
成
六
年
七
月

臨
時
総
代
会
で
本
堂
、
庫
裏
改
修
を

決
定

平
成
六
年
九
月
～
十
二
月

庫
裏
改
修
工
事
（
田
中
工

務
店
）

平
成
六
年
十
一
月

趣
意
書
が
で
き
、
総
代
が
十
一
月

に
地
区
説
明
会
を
実
施

平
成
七
年
三
月
二
十
四
日

本
契
約
（
大
和
社
寺
工
営
、

麻
生
工
務
店
、
宇
佐
瓦
セ
ン
タ
ー
）

平
成
八
年
一
月
二
十
五
、
二
十
六
日

御
本
尊
移
動
、

仏
具
移
動
、
養
生
工
事

平
成
八
年
二
月
一
日

本
堂
屋
根
大
修
理
に
か
か
る
。

平
成
八
年
十
一
月
二
十
日

御
本
尊
遷
座
式

平
成
八
年
十
一
月
二
十
五
日

工
事
竣
工

平
成
八
年
十
一
月
二
十
六
～
二
十
七
日

蓮
如
上
人
五
百
回
忌
御
遠
忌
お
待
ち
受
け
法
要

平
成
九
年
十
月
十
八
日
～
十
九
日

蓮
如
上
人
五
百
回
御
遠
忌
法
要

本
堂
庫
裏
改
修
落
慶
法
要

記
念
式
典
、
稚
児
行
列

平
成
九
年
十
一
月
二
十
八
日

響
流
山
勝
福
寺
本
堂
庫
裏
改
修
事
業
会
計
報
告
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写真でたどる本堂大修理の経緯

平成3年9月 台風19号による被害の様子

役員会の様子 倒壊した四日市別院の鐘楼

破損状況の確認
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仮屋根設置作業

屋根瓦を取り除く屋根瓦が全部剥がれる

瓦を葺く準備が出来上がる

屋根の向きが変わりました

この瓦が葺かれます

旧 鬼 瓦

本堂屋根に聳える獅子口(鬼瓦)

改修前の本堂

棟上げ （小役丸工務店）

宇佐瓦の職人さん

仮 屋 根
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見事にでき上がった本堂

破風板の取り付け小役丸棟梁望月板金工作所

銅製の樋設置

後列右の五人が本堂工事を施工した大工さん
仏具が帰ってきました嬉しい大掃除

破
風
板
の
裏
に
墨
書
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挨

拶

響
流
山
勝
福
寺
住
職

釋
知
道

澄
み
渡
る
秋
の
青
空
に
、
よ
そ
お
い
を
一

新
し
て
す
っ
く
と
た
た
ず
む
響
流
山
勝
福
寺
、

そ
の
真
新
し
き
甍
の
も
と
、
有
縁
の
お
同
行

と
と
も
に
、
本
日
こ
う
し
て
落
慶
法
要
を
厳

修
で
き
ま
す
こ
と
は
、
こ
の
う
え
な
き
慶
び

で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
皆
様
方
の
仏
法
護
持

の
御
志
に
よ
る
も
の
と
、
厚
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

相
田
み
つ
を
さ
ん
に｢

自
分
の
番｣

と
題
す

る
次
の
よ
う
な
詩
が
あ
り
ま
す
。

生
ま
れ
か
わ
り
死
に
か
わ
り

永
遠
の
過
去
の
い
の
ち
を
受
け
つ
い
で

い
ま
自
分
の
番
を
生
き
て
い
る

そ
れ
が
あ
な
た
の
い
の
ち
で
す

そ
れ
が
わ
た
し
の
い
の
ち
で
す

わ
た
し
の
い
の
ち
、
あ
な
た
の
い
の
ち
は
、

生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
し
て
い
く
無
常

の
い
の
ち
な
の
だ
が
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
永

遠
の
い
の
ち
の
（
す
が
た
）
で
も
あ
る
と
い

う
の
で
す
。
無
常
の
底
に
永
遠
を
見
い
だ
し
、

地
獄
の
底
に
極
楽
を
開
く
、
仏
法
も
ま
た
永

遠
の
真
理
で
あ
り
ま
す
。

お
寺
は｢

私
の
お
寺｣

で
も｢

あ
な
た
の
お

寺｣

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
永
遠
の
い
の
ち
に

出
遇
う
と
こ
ろ
に
し
て
一
切
衆
生
に
開
か
れ
、

末
代
に
受
け
継
い
で
い
か
ね
ば
な
ら
ぬ
大
切

な
道
場
で
あ
り
ま
す
。

願
わ
く
は
、
こ
の
た
び
の
大
改
修
を
起
点

と
し
て
、
共
々
に
浄
土
往
生
の
道
を
歩
ん
で

参
り
た
い
も
の
と
念
願
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

南
無
阿
弥
陀
仏

平
成
九

年
十
月
十
八
日
、

十
九
日

蓮
如
上
人
五
百
回
御
遠
忌
法
要

屋
根
裏
に
取
り
付
け
ら
れ
た
棟
板
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十
月
十
八
日

蓮
如
上
人
五
百
回
御
遠
忌
法
要

十
一
時
半

お
斎

十
三
時

御
遠
忌
法
要

勤
行

十
四
時

記
念
法
話

松
本
梶
丸
先
生

｢

一
念
の
信
心｣

十
月
十
九
日

本
堂
庫
裡
落
慶
法
要

十
時

稚
児
庭
儀
出
発

十
一
時

稚
児
到
着

十
一
時
半

お
斎

十
二
時
半

落
慶
法
要

勤
行

献
灯

献
華

献
香

行
道
散
華

十
三
時
半

記
念
式
典

感
謝
状
贈
呈

十
四
時
半

記
念
法
話

松
本
梶
丸
先
生

｢

人
間
の
眼

如
来
の
眼｣

十
六
時

モ
チ
ま
き

献灯献華 献香
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写真でたどる落慶法要

松本梶丸先生福円寺宇佐組長祝辞相良四日市別院輪番祝辞

田中工務店様 感謝状

前坊守 感謝状 前住職 感謝状総代長 感謝状

浜永建材店宇佐瓦センター様 感謝状麻生棟梁様 感謝状
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稚児行列

参勤法中・親戚一同
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立華（専正池坊）土井社中

総代さんによるお華束盛り
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蓮
如
上
人
五
百
回
御
遠
忌

表

白

敬
っ
て
大
慈
大
悲
の
阿
弥
陀
如
来
、
人
界
の
教
主
釋

迦
如
来
、
合
わ
せ
て
浄
土
真
宗
の
開
祖
親
鸞
聖
人
並
び

に
十
方
三
世
一
切
の
諸
彿
三
宝
に
白
し
て
申
さ
く
。

本
日
こ
こ
に
、
ご
参
集
た
ま
わ
り
し
有
縁
の
法
中
、

並
び
に
門
信
徒
の
皆
様
と
共
に
、
こ
こ
ろ
を
こ
め
て
御

尊
前
を
荘
厳
し
、
蓮
如
上
人
五
百
回
御
遠
忌
法
要
を

厳
修
し
た
て
ま
つ
る
。

ご
ん
し
ゅ
う

そ
れ
お
も
ん
み
れ
ば
、
上
人
は
今
か
ら
五
百
八
十
二

年
前
、
應
永
二
十
二
年
二
月
二
十
五
日
、
大
谷
本
願
寺

に
生
を
享
け
、
貧
困
の
中
に
あ
っ
て
な
お
志
し
高
く
、

う

十
有
五
歳
に
し
て
念
彿
興
隆
を
誓
い
給
う
。

そ
れ
よ
り
こ
の
か
た
数
多
の
聖
教
を
繙
き
て
蛍
雪
の

ひ
も
と

功
を
積
み
、
し
ば
し
ば
聖
典
を
書
写
し
て
宗
学
を
研
鑽

し
給
う
。

御
年
四
十
三
歳
、
第
七
代
存
如
上
人
遷
化
す
る
や
門

せ

ん

げ

信
徒
の
懇
望
を
一
身
に
受
け
て
本
願
寺
留
守
職
を
継
承

し
た
も
う
。

た
ち
ど
こ
ろ
に
そ
の
徳
を
慕
っ
て
参
詣
す
る
者
い
や

増
せ
ば
、
延
暦
寺
の
僧
ね
た
み
て
大
谷
の
堂
宇
を
破
却

せ
り
。

そ
れ
よ
り
上
人
は
親
鸞
聖
人
の
御
影
を
奉
じ
て
難
を

近
江
に
避
け
、
引
き
続
き
吉
崎
、
山
科
、
大
阪
と
所
を

移
し
て
正
法
の
弘
通
に
努
め
ら
る
。

ぐ

ず

う

門
前
た
ち
ま
ち
に
市
を
成
し
、
念
彿
の
声
、
遠
近
に

あ
ま
ね
く
、
一
代
に
し
て
真
宗
紹
隆
の
大
業
を
成
し
遂

げ
給
う
。

ま
こ
と
に
こ
れ
末
代
の
不
思
議
、
ー
如
来
の
深
き
お

ぼ
し
め
し
な
ら
ん
。

上
人
そ
の
間
し
き
り
に
書
簡
を
送
り
て
各
地
の
門
侶

を
教
化
し
給
い
、
今
に
残
れ
る
『
お
文
』
実
に
三
百
通

に
な
ん
な
ん
と
す
。

か
つ
は
親
鸞
聖
人
の
『
正
信
偈
』
『
三
帖
和
讃
』
を

開
板
し
、
朝
夕
勤
行
の
風
儀
を
定
め
て
、
ひ
た
す
ら
門

徒
行
儀
の
確
立
と
信
心
弘
通
に
努
め
給
う
。

ま
こ
と
に
上
人
の
御
勧
化
な
か
り
せ
ば
浄
土
の
真
宗

ご

か

ん

け

い
か
に
し
て
今
あ
ら
ん
。
真
宗
の
み
教
え
今
に
伝
わ
ら

ざ
れ
ば
、
末
代
凡
夫
の
我
、
三
界
流
転
の
鬼
に
止
ま
ら

ん
。か

に
か
く
に
上
人
の
御
恩
徳
に
想
い
到
れ
ば
、
讃
仰

の
念
、
胸
に
満
ち
、
報
謝
の
念
佛
、
口
に
あ
ふ
る
る
。

悲
し
き
哉
、
時
に
明
應
第
八
年
三
月
二
十
五
日
、
御

年
八
十
五
を
も
っ
て
浄
土
に
遷
化
し
た
も
う
。

そ
れ
よ
り
歳
月
を
経
る
こ
と
五
百
年
、
い
つ
し
か
上

人
の
み
教
え
か
ら
遠
く
離
れ
、
五
濁
の
世
に
迷
妄
の
徒

め
い
も
う

と
な
り
し
我
ら
、
上
人
の
五
百
回
御
遠
忌
の
勝
縁
に
導

か
れ
て
、
必
ず
や
真
実
信
心
を
獲
得
し
、
昏
闇
の
世
を

こ
ん
あ
ん

破
っ
て
念
仏
の
声
を
高
ら
か
に
あ
げ
ん
。

時
に
平
成
九
年
十
月
十
八
日
、

勝
福
寺
住
職
釋
知
道
、
伏
し
て
請
う
、

三
宝
深
く
大
悲
を
垂
れ
て
、
哀
愍
摂
受
し
た
ま
え
。

紆
余
曲
折
し
た
難
工
事

棟
梁
・
総
代

麻
生
史
紀

蓮
師
御
遠
忌
法
要
、
勝
福
寺
本
堂
庫
裡
落
慶
法
要
も

無
事
終
わ
り
、
当
時
の
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
と
思
い
出
さ
れ

て
き
ま
す
。
準
備
期
間
の
一
年
、
改
修
工
事
の
一
年
、

法
要
ま
で
の
一
年
、
…
三
年
間
、
多
く
の
人
達
と
の
出

会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
出
会
い
を
今
後
の
人
生
の
糧

と
な
る
様
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
五
年
の
台
風
に
よ
る
本
堂
屋
根
の
改
修
工
事
の

依
頼
を
御
住
職
よ
り
申
し
出
ら
れ
た
の
は
、
亡
父
の
月

命
日
の
お
経
の
後
の
事
で
し
た
。

数
日
後
の
被
害
調
査
の
結
果
、
総
代
の
皆
さ
ん
と
話

し
合
い
の
上
、
屋
根
部
分
、
向
拝
部
分
を
奈
良
の
大
和

社
寺
工
営
さ
ん
に
お
願
い
す
る
事
に
な
り
、
平
成
八
年

二
月
着
工
と
決
ま
り
、
工
程
表
も
出
来
、
準
備
は
整
い

ま
し
た
。

い
よ
い
よ
二
月
に
な
り
足
場
、
仮
屋
根
、
解
体
と
仕

事
は
順
調
に
す
べ
り
出
し
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
は
良
か
っ

た
の
で
す
が
、
解
体
を
進
め
る
と
、
本
堂
余
間
の
根
太
、

ね

た

本
堂
の
柱
、
さ
ら
に
は
廊
下
、
外
壁
な
ど
永
年
の
雨
も

り
や
白
蟻
被
害
に
よ
る
追
加
工
事
が
次
々
と
出
て
き
ま

し
た
。

ま
た
宮
大
工
さ
ん
と
の
手
違
い
に
よ
る
工
事
の
中
断
の

た
め
、
梅
雨
前
の
完
成
予
定
が
大
幅
に
長
引
き
、
瓦
葺

き
前
の
雨
、
お
盆
の
思
わ
ぬ
台
風
に
よ
る
仮
屋
根
の
破
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損
、
そ
れ
に
よ
る
雨
も
り
な
ど
前
途
多
難
な
再
出
発
と

な
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
も
、
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、

先
ず
出
来
る
事
か
ら
精
一
杯
頑
張
れ
ば
何
と
か
成
る
、

無
理
せ
ず
、
あ
せ
ら
ず
、
前
向
き
に
、
そ
の
中
か
ら
何

か
が
見
え
て
来
る
は
ず
だ
と
信
じ
、
無
心
で
仕
事
に
打

ち
込
む
毎
日
で
し
た
。

い
つ
し
か
残
暑
も
過
ぎ
涼
風
の
吹
く
頃
、
仮
屋
根
も

取
れ
、
屋
根
が
秋
空
に
く
っ
き
り
と
姿
を
表
し
ま
し
た
。

外
観
を
一
新
し
、
気
持
ち
も
一
段
と
引
き
締
ま
り
ま
し

た
。
こ
れ
も
仏
様
を
信
ず
る
門
信
徒
の
方
々
の
お
陰
と

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
の
努
力
を
念
じ
る
事

で
し
た
。

秋
も
深
ま
る
頃
に
は
瓦
葺
き
も
終
わ
り
、
樋
工
事
、

建
具
の
建
て
付
け
、
電
気
工
事
と
進
み
、
最
後
に
、
足

場
を
解
体
し
、
残
材
の
整
理
、
整
地
と
順
調
に
工
事
が

終
わ
っ
た
の
は
稲
の
収
穫
も
す
み
、
麦
ま
き
の
始
ま
る
頃

で
し
た
。

平
成
九
年
元
旦
、
勝
福
寺
に
お
参
り
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
改
修
の
出
来
た
内
陣
に
御
本
尊
を
拝
し
、
本
堂
を

あ
お
ぎ
見
て
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
で
し
た
。

改
修
に
か
か
わ
っ
て
下
さ
っ
た
人
々
に
心
中
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
様
の
幸
せ
を
念
じ
つ
つ
‥
‥
。

合
掌法

要
を
支
え
た
人
た
ち

事
務
局
長

吉
松
忠
徳

多
く
の
僧
俗
が
一
堂
に
集
ま
っ
て
、
営
ま
れ
た
法
要

は
、
宗
教
の
ひ
と
つ
の
ド
ラ
マ
だ
っ
た
‥
‥
‥
。

勝
福
寺
で
十
月
十
八
、
十
九
の
両
日
に
営
ま
れ
た
、

蓮
如
上
人
五
百
回
御
遠
忌
法
要
と
勝
福
寺
の
本
堂
、
庫

裡
の
落
慶
法
要
が
無
事
終
わ
り
、
法
要
の
計
画
、
運
営

の
メ
ン
バ
ー
に
加
え
て
も
ら
っ
た
私
に
と
っ
て
は
、
初
め

て
の
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
二
月
、
門
徒
総
代
三
十
一
人
の
中
か
ら
十
一
人

で
法
要
委
員
会
が
作
ら
れ
、
こ
の
委
員
会
で
事
前
の
準

備
計
画
や
法
要
当
日
の
行
事
計
画
、
分
担
な
ど
話
し
合

い
、
素
案
が
で
き
る
と
、
総
代
会
を
開
き
、
み
ん
な
に

諮
っ
て
具
体
案
を
決
め
る
、
と
い
う
手
順
を
何
回
も
繰

は
かり

返
し
ま
し
た
。
法
要
委
員
会
事
務
局
を
仰
せ
つ
か
っ

た
私
も
、
新
聞
記
者
時
代
に
覚
え
た
ワ
ー
プ
ロ
を
使
っ

て
、
計
画
表
作
り
な
ど
に
、
少
し
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
法
要
は
、
多
く
の
人
手
が
必
要
だ
と
い

う
こ
と
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
多
く
の
門
徒
の

方
々
の
力
が
結
集
さ
れ
て
、
大
法
要
も
無
事
終
わ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
十
年
前
の
宗
祖
御
生
誕
八
百
年
慶

讃
法
要
並
び
に
住
職
継
承
法
要
で
、
法
要
委
員
会
の
事

務
局
長
を
務
め
ら
れ
た
山
本
の
佐
々
木
孝
司
さ
ん
に
は
、

多
く
を
教
え
て
も
ら
い
、
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
法
要
の
事
前
準
備
を
し
て
い
た
あ
る
日
、

（
ご
本
人
は
記
憶
さ
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
）

佐
々

木
さ
ん
が
「
手
落
ち
の
な
い
よ
う
に
、
お
互
い
に
み
ん
な

で
声
を
か
け
よ
う
。
人
間
は
物
忘
れ
す
る
こ
と
が
よ
く

あ
る
。
あ
れ
は
で
き
た
か
え
。
あ
れ
は
誰
が
す
る
の
か

え
と
、
ち
ょ
つ
と
声
を
か
け
合
お
う
。
声
を
か
け
ら
れ

た
人
は
、
い
ら
ん
世
話
を
や
く
な
、
と
腹
を
立
て
ん
じ

お
く
れ
」
と
い
わ
れ
た
。
目
配
り
、
気
く
ば
り
、
暖
か

い
思
い
や
り
の
心
に
、
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。

今
度
の
法
要
で
、
多
く
の
門
徒
の
方
々
と
お
会
い
出

来
、
法
要
と
い
う
行
事
を
通
し
て
、
多
く
を
学
び
、
教

え
ら
れ
ま
し
た
。
寺
の
た
め
、
法
要
の
た
め
に
、
加
勢

す
る
門
徒
の
方
々
の
ひ
た
む
き
さ
に
、
事
務
局
を
仰
せ

つ
か
っ
た
者
と
し
て
、
感
謝
の
言
葉
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

門
徒
の
方
た
ち
の
言
動
か
ら
、
大
切
な
も
の
を
勉
強
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
方
々
と
勝
福
寺
の
同

じ
門
徒
で
あ
る
こ
と
は
、
本
当
に
う
れ
し
い
こ
と
で
、
い

つ
ま
で
も
私
の
誇
り
と
、
自
慢
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

夢
の
お
諭
し

さ
とお

斎
係
・
総
代

渡
辺
ミ
ツ
ル

こ
の
度
の
十
月
十
八
日
、
十
九
日
の
二
日
間
、
蓮
如

上
人
五
百
回
御
遠
忌
、
並
び
に
、
落
慶
法
要
の
感
想
に

つ
い
て
何
か
一
筆
と
の
ご
連
絡
を
受
け
、
私
に
そ
ん
な
大

そ
れ
た
事
を
考
え
出
す
事
が
出
来
よ
う
か
、
た
っ
た
今

の
こ
と
さ
え
忘
れ
が
ち
な
私
だ
の
に
、
と
思
い
ま
し
た
が
、

‥
‥
や
っ
ぱ
り
仏
様
に
何
か
お
礼
の
言
葉
で
も
書
い
た
方

が
よ
い
の
か
な
と
思
い
直
し
、
ペ
ン
を
取
り
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
と
お
手
伝
い
の
分
担
が
沢
山
ご
ざ
い
ま
し
た

が
、
私
は
そ
の
一
つ
の
お
斎
作
り
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
話
し
合
い
の
中
で
、
私
を
そ
こ
の
責
任
者
に
と
の

こ
と
で
し
た
が
、
八
十
三
歳
の
私
は
今
し
た
こ
と
さ
え

忘
れ
が
ち
だ
し
、
ま
た
十
分
仕
事
も
で
き
な
い
の
で
、

若
い
盛
り
の
人
に
な
っ
て
切
り
盛
り
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
話
を
つ
け
て
も
ら
い
ま
し
た
ら
、
何
と
か
心
も
休
ま

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
自
分
の
「
我
」
が
浮
か
び
ま

し
た
。
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が
、
や
は
り
心
は
休
ま
れ
ず
、
い
ろ
い
ろ
と
、
時
間

通
り
に
準
備
が
出
来
る
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
と
頭
の

中
は
考
え
で
一
ぱ
い
、
若
い
人
に
お
ま
か
せ
し
よ
う
と
思

い
ま
す
が
‥
‥
、
そ
う
し
た
あ
る
夜
、
久
方
ぶ
り
に
主

人
の
夢
を
見
ま
し
た
。

主
人
は
本
堂
に
て
一
生
懸
命
に
何
事
か
お
手
伝
い
を

し
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
「
あ
ら
、
主
人
も
頑

張
っ
て
い
る
、
私
も
頑
張
ら
な
き
ゃ
」
と
思
い
元
気
が
出

て
参
り
ま
し
た
ら
、
目
が
覚
め
て
夢
で
し
た
。
こ
の
法

要
に
つ
い
て
は
前
々
か
ら
主
人
も
考
え
て
い
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
、
「
俺
も
加
勢
す
る
か
ら
、
お
ま
え
も
頑
張

り
な
さ
い
」
と
の
夢
の
お
諭
し
だ
っ
た
の
か
と
思
う
と
、

元
気
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。

こ
の
法
要
は
私
に
と
り
ま
し
て
は
一
生
通
し
て
の
大
法

要
だ
っ
た
の
か
と
思
う
と
何
と
な
く
心
嬉
し
く
思
わ
れ
ま

し
た
。

責
任
者
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
大
塚
の
渡
来
マ
チ
子

さ
ん
を
は
じ
め
、
御
門
徒
の
方
々
の
御
加
勢
を
え
ま
し

て
、
時
間
通
り
楽
々
と
仕
上
が
り
、
味
付
け
も
皆
様
よ

り
喜
ば
れ
る
お
斎
が
出
来
上
が
り
、
な
に
よ
り
心
か
ら

み
仏
の
ご
加
護
だ
と
喜
び
ま
し
た
。

十
八
日
、
十
九
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
梶
丸
先
生
の

ご
法
話
も
頂
き
、
「
人
間
の
幸
せ
は
尊
敬
す
る
人
の
あ

る
こ
と
で
す
」
と
言
わ
れ
、
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。

お
天
気
も
上
々
、
二
日
間
立
派
な
法
要
が
出
来
、
心

よ
り
み
仏
の
ご
加
護
と
勝
福
寺
住
職
ご
夫
妻
の
ご
人
徳

と
心
よ
り
お
礼
も
う
し
ま
す
。

「
寺
」
を
支
え
て
い
る
も
の
は

坊
守

藤
谷
純
子

今
回
の
改
修
工
事
は
、
平
成
の
大
修
理
と
も
い
わ
れ

た
よ
う
に
、
寺
族
・
門
信
徒
あ
げ
て
の
大
事
業
で
し
た
。

総
代
会
へ
の
提
議
そ
し
て
承
認
、
各
地
区
へ
出
向
い
て
の

説
明
と
お
願
い
、
い
よ
い
よ
記
帳
と
納
金
。
一
方
で
は
請

負
業
者
の
決
定
と
予
算
見
積
も
り
、
そ
の
中
で
屋
根
の

構
造
を
変
え
る
こ
と
や
宮
大
工
さ
ん
と
の
提
携
な
ど
、

話
が
進
む
う
ち
に
予
想
を
上
回
る
大
工
事
と
な
っ
て
き

た
の
で
し
た
。
予
算
額
オ
ー
バ
ー
を
ど
う
す
る
か
、
工

事
の
遅
滞
と
台
風
に
よ
る
被
害
を
ど
う
す
る
か
、
何
度

か
難
問
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
を
よ
り
よ

い
方
向
へ
丁
寧
に
運
ん
で
ゆ
け
た
の
は
、
終
始
一
貫
工
事

現
場
を
担
っ
て
下
さ
っ
た
麻
生
棟
梁
と
住
職
と
の
深
い
信

頼
関
係
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
信
頼
関
係
を
成
り
立
た
せ
て
い
た
の
は
「
寺
」

と
い
う
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
麻
生
棟
梁
は

も
と
も
と
勝
福
寺
の
門
徒
で
あ
り
総
代
さ
ん
で
す
。
寺

と
い
う
も
の
へ
の
何
か
深
い
思
い
入
れ
が
な
か
っ
た
ら
、
朝

早
く
か
ら
日
の
か
げ
る
ま
で
、
何
が
あ
っ
て
も
怒
り
を
む

き
出
し
に
し
た
り
、
投
げ
や
り
に
な
っ
た
り
せ
ず
に
黙
々

と
仕
事
を
し
続
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
ま
た

住
職
と
て
も
、
「
こ
こ
は
こ
う
し
た
ら
も
っ
と
良
く
な
る

の
で
は
な
い
か
？
」
と
い
う
構
想
と
、
ご
門
徒
の
人
々
に

か
け
る
負
担
と
の
両
方
を
案
じ
続
け
た
三
年
間
の
精
神

力
と
い
う
も
の
は
、
目
先
の
自
分
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
は

出
て
こ
な
か
っ
た
ろ
う
と
思
う
の
で
す
。
先
日
の
表
白
で

「
こ
の
寺
が
門
信
徒
の
心
の
依
り
所
で
あ
っ
た
」
と
い
う

表
現
を
聞
い
た
時
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
寺
が
皆
の
心
の
依

り
所
で
あ
り
聞
法
の
道
場
で
あ
る
よ
う
に
と
の
住
職
の

深
い
願
い
に
ふ
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

よ
く
坊
守
研
修
会
な
ど
で
は
「
現
代
に
お
け
る
寺
の

意
義
は
？
」
と
か
「
私
が
寺
に
い
る
意
義
は
？
」
な
ど
と

い
う
テ
ー
マ
が
掲
げ
ら
れ
ま
す
。
私
は
寺
に
生
い
育
っ
た

の
で
は
な
い
か
ら
か
、
今
度
の
一
連
の
工
事
、
落
慶
法
要

に
到
る
ま
で
、
予
想
だ
に
で
き
な
か
っ
た
多
く
の
方
々
の

お
力
添
え
に
よ
っ
て
こ
そ
運
ば
れ
て
き
て
い
る
こ
と
を
知
っ

て
、
つ
く
づ
く
寺
と
い
う
と
こ
ろ
は
不
思
議
な
所
だ
ナ
ー

と
思
わ
さ
れ
ま
し
た
。
蓮
如
さ
ま
が
「
冥
加
」
と
い
い

み
ょ
う
が

「
冥
慮
」
「
冥
見
」
と
い
わ
れ
、
親
鸞
聖
人
が｢

仏
法
不

み
ょ
う
り
ょ

み
ょ
う
け
ん

思
議｣

と
い
い｢

願
力
自
然｣

と
い
わ
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う

じ

ね

ん

な
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

そ
の
こ
と
を
松
本
先
生
は
ご
法
話
の
中
で
「
こ
の
た
び
の

落
慶
法
要
を
一
番
喜
ん
で
下
さ
っ
て
い
る
の
は
ご
本
尊
で

あ
る
阿
弥
陀
如
来
様
で
あ
り
ま
し
ょ
う
」
と
仰
ら
れ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

真
宗
の
寺
院
は
聞
法
の
道
場
で
あ
り
仏
徳
讃
嘆
の
場

所
で
す
。
こ
の
、
御
本
尊
を
讃
仰
す
る
と
い
う
一
点
が

欠
け
た
時
に
は
、
せ
っ
か
く
の
こ
の
事
業
が
損
得
勘
定
の

世
界
に
落
ち
て
、
善
き
に
つ
け
て
も
悪
し
き
に
つ
け
て
も

「
そ
ん
で
も
、
そ
や
け
ど
、
あ
い
つ
が
、
こ
い
つ
が
」
と

の
比
べ
合
い
、
裁
き
合
い
、
そ
ら
ご
と
た
わ
ご
と
に
終
わ
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
皆
が
そ
れ
ぞ
れ
の
精
一
杯
の
力
を
合
わ

せ
て
で
き
あ
が
っ
た
事
業
で
す
。
お
互
い
に
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
「
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
」
と
の
言
葉

し
か
交
わ
し
合
う
言
葉
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
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委
員
長

向
野

茂

副
委
員
長
（
法
要
担
当
）
松
尾
由
美
子

〃

（
組
織
担
当
）
松
本

順

〃

（
広
報
担
当
）
渡
邉

重
昭

事
務
局
長

渡
辺

和
義

会

計

牧
本

和
孝

法
要
担
当
委
員

奥
永
義
彦
・
佐
藤

麗
子
・
渡
辺

久
仁
子

丸
野
寿
夫
・
若
林

範
子
・
松
本

知
代

藤
谷

信
・
藤
谷

風

組
織
担
当
委
員

香
田
紀
子
・
瀬
々

和
義
・
牧
本

和
孝

渡
辺
輝
幸
・
小
林

聖

広
報
担
当
委
員

渡
辺
和
義
・
後
藤

啓
一
郎
・
渡
邉

浩
晃

香
田
紀
子
・
松
本

知
代
・
向
野

茂

藤
谷
知
道
・
藤
谷

純
子

御
遠
忌
本
部
会

向
野

茂

・
松
尾

由
美
子
・
松
本

順

渡
邉
重
昭
・
渡
辺

和
義
・
牧
本

和
孝

藤
谷
知
道
・
藤
谷

純
子
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響
流
山
勝
福
寺

七
五
〇
回
御
遠
忌
法
要

親鸞さま、なぜ お念仏なの？
― 出会おう、語ろう、今ここで！―

平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
～
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年

親
鸞
聖
人

恵
信
尼
公
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平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
春
、
御
本

山
で
「
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠

忌
」
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
い
て
、

平
成
二
十
八
（
二
〇
一
六
）
年
春
に
は
、
日

豊
教
区･

四
日
市
別
院
に
お
い
て
も
「
宗
祖

親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
」
が
厳
修

さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
「
今
度
は
私
た
ち
勝
福
寺
で
も

御
遠
忌
を
勤
め
ま
し
ょ
う
」
と
、皆
さ
ん
に

呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、「
お
寺
が
言
う
の
な

ら
、つ
い
て
行
っ
て
み
よ
う
か
」
と
い
う
よ
う

な
感
じ
で
、
こ
の
た
び
の
御
遠
忌
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、御
本
山
も
四
日
市
別
院
も
、

御
遠
忌
を
機
に
本
堂
等
を
修
復
す
る
と
い

う
現
実
的
な
課
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、
勝

福
寺
は
平
成
九
年
に
建
物
の
修
復
を
終
え

て
い
た
の
で
、
そ
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。何
よ
り
も
大
事
だ
っ
た
こ
と
は
ご
先

祖
が
相
続
し
て
き
た
「
お
念
仏
の
こ
こ
ろ
」

が
、
す
っ
か
り
判
ら
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と

で
し
た
。

Ｈ
30
・
11
・
25

Ｈ
30
・
3
・
7

Ｈ
30
・
2

・
20

Ｈ
30
・
1
・
19

Ｈ
30
・
1
・
6

Ｈ
29
・
12
・
14

Ｈ
29
・
11
・
20

Ｈ
29
・
10
・
17

Ｈ
29
・
9
・
9

Ｈ
29
・
7
・
22

Ｈ
29
・
5
・
8

Ｈ
28
・
12
・
13

Ｈ
28
・
9
・
26

第
八
回
御
遠
忌
委
員
会

組
織
部

他

広
報
部･

組
織
部

第
一
回
法
要
部
会

第
一
回
広
報
部
会

第
七
回
御
遠
忌
委
員
会

第
六
回
御
遠
忌
委
員
会

第
五
回
御
遠
忌
委
員
会

第
四
回
御
遠
忌
委
員
会

第
三
回
懇
談
会

第
二
回
懇
談
会

第
一
回
懇
談
会

総
代
会

「
お
待
ち
受
け
聞
法
会
」
第
10
回
～
第
20
回
の
講
師
決
定
。
御
遠
忌
法
要
の
内
容
決
定
。

内
陣
荘
厳
の
一
部
修
復
を
決
定
（
永
代
経
御
懇
志
積
立
金
で
）
。
テ
ー
マ
作
品
を
募
集
す

る
。
御
遠
忌
御
懇
志
に
つ
い
て
協
議
。
御
遠
忌
本
部
会
を
設
置
。

大
分
組･

法
蓮
寺
に
、
寺
院
運
営
の
視
察
。

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
。

｢

御
遠
忌
お
待
ち
受
け
開
会
式｣

の
役
割
分
担
。
お
待
ち
受
け
聞
法
会
の
役
割
分
担
。

お
待
ち
受
け
聞
法
会
チ
ラ
シ
作
成

勝
福
寺
史
編
纂
担
当
決
定
。

ご
門
徒
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
（
広
報
担
当
）
。

報
恩
講
初
日
に｢

御
遠
忌
お
待
ち
受
け
開
会
式｣

を
行
う
こ
と
を
決
め
る
。

テ
ー
マ
垂
れ
幕
作
成･

御
遠
忌
看
板
作
成
。
御
門
徒
全
員
に
テ
ー
マ
短
冊
を
配
布
。

御
遠
忌
テ
ー
マ
決
定
。

委
員
長
以
下
、
御
遠
忌
委
員
会
組
織
を
決
め
る
。
法
要･

組
織･

広
報
の
三
部
門
。

御
遠
忌
記
念
事
業
（
お
待
ち
受
け
聞
法
会･

勝
福
寺
史
編
纂･

真
宗
本
廟
奉
仕
団
）

法
要
日
時
（
Ｈ
・
31
・
11･

26
～
28
）
・
お
寺
の
あ
り
方
を
時
代
相
応
に
改
変
し
て
い
く
。

中
西
駐
在
教
導
よ
り
、
お
寺
の
あ
り
方
に
つ
い
て
問
題
提
起
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

勝
福
寺
の
現
状
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
な
が
ら
考
え
る
。

常
任
委
員･

婦
人
会
役
員･

編
集
委
員
で
、
御
遠
忌
の
イ
メ
ー
ジ
作
り
。

勝
福
寺
で
も
御
遠
忌
を
勤
め
る
こ
と
に
決
定
。

経
緯
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Ｒ
1
・
10
・
29

Ｒ
1
・
10
・
1

Ｒ
1
・
9
・
24

Ｒ
1
・
9
・
12

Ｒ
1
・
8
・
26

Ｒ
1
・
8
・
2

Ｒ
1
・
7
・
29

Ｈ
31
・
4
・
16

Ｈ
31
・
3
・
20

Ｈ
31
・
2
・
27

Ｈ
31
・
2
・
14

Ｈ
31
・
2
・
5

Ｈ
30
・
12
・
21

Ｈ
30
・
12
・
18

第
二
回
実
行
委
員
会

第
一
回
実
行
委
員
会

第
四
回
組
織
部
会

総
代
会

御
遠
忌
拡
大
本
部
会

御
遠
忌
本
部
会

第
三
回
組
織
部
会

臨
時
総
代
会

第
九
回
御
遠
忌
委
員
会

第
二
回
広
報
部
会

第
二
回
組
織
部
会

第
三
回
法
要
部
会

第
一
回
組
織
部
会

第
二
回
法
要
部
会

事
前
準
備
や
法
要
当
日
に
お
け
る
担
当
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
決
定
。

各
部
門
の
内
容
の
確
認
。
御
案
内
の
検
討
。
事
前
準
備
に
つ
い
て
の
検
討
、
等
。

勝
福
寺
表
彰
規
定
を
決
定
。

「
響
流
山
勝
福
寺
運
営
規
則
」
を
承
認
。
法
要
一
部
変
更
。
お
斎
、
イ
ベ
ン
ト
は
別
院
本

堂
で
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
中
止
。
作
品
展
示
は
お
座
敷
で
。
最
終
日
に
餅
ま

き
。
総
代
も
実
行
委
員
に
。
御
案
内
は
10
月
中
旬
に
。
参
詣
、
お
手
伝
い
を
確
認
。

御
遠
忌
法
要
の
業
務
確
認
。
御
遠
忌
法
要
実
行
委
員
会
を
結
成
。

御
懇
志
の
集
計
。
目
標
達
成
。

「
響
流
山
勝
福
寺
運
営
規
則
」
（
案
）
を
審
議
の
上
、
確
定
。

響
流
山
勝
福
寺

宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
事
業
計
画
案
を
承
認
。

響
流
山
勝
福
寺

宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
予
算
案
を
承
認

御
遠
忌
趣
意
書
を
本
部
会
で
作
製
。
七
月
は
じ
め
に
御
門
徒
に
依
頼
。
七
月
末
に
集
金
。

本
堂
内
陣
荘
厳
の
彩
色
工
事
は
「
は
せ
が
わ
美
術
工
芸
」
に
決
定
。
御
遠
忌
御
懇
志
は
報

恩
講
の
御
法
礼
（
三
千
五
百
円
）
を
基
準
に
、
各
自
に
お
ま
か
せ
。
目
標
は
二
百
万
。

テ
ー
マ
作
品
募
集
要
項
の
決
定
。
勝
福
寺
史
、
八
月
末
の
原
稿
完
成
を
目
指
す
。

「
勝
福
寺
運
営
規
則
」
に
は
総
代
会
だ
け
で
な
く
教
化
事
業
も
入
れ
る
。
ま
た
、
御
法
礼

と
本
山
納
金
に
つ
い
て
は
会
計
を
公
開
し
て
い
く
方
向
で
規
則
を
造
る
。

11
月
23
日
、
24
日
の
法
要
内
容
に
つ
い
て
協
議
。
23
日
、
音
楽
法
要
に
す
る
。
お
斎
は
弁

当
を
頼
む
。
24
日
、
楽
を
依
頼
。
記
念
式
典
の
内
容
を
協
議
。

｢

総
代
会
規
則｣

を
改
め｢

勝
福
寺
運
営
規
則｣

を
作
る
こ
と
に
す
る
。
本
堂
内
に
、
総
代
、

婦
人
会
役
員
、
ひ
び
き
委
員
等
を
記
し
た
掲
示
板
を
造
る
（
後
藤
啓
一
郎
さ
ん
に
依
頼
）
。

「
お
待
ち
受
け
聞
法
会
」
第
10
回
～
第
20
回
の
受
付
、
進
行
等
に
つ
い
て
。
法
話
テ
ー
プ

起
こ
し
担
当
決
定
。
宿
泊
さ
れ
る
先
生
の
時
の
夜
の
懇
談
会
の
持
ち
方
に
つ
い
て
。

11
月
23
日
恵
信
尼
公
御
遠
忌･

記
念
イ
ベ
ン
ト｢

薩
摩
琵
琶
＝
桜
井
亞
木
子
氏
」
に
決
定

そ
こ
で
、
こ
の
た
び
の
御
遠
忌
は
、お
念
仏

の
信
心
を
確
か
め
る
御
遠
忌
に
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
御
遠
忌
委
員

会
で
の
話
し
合
い
を
大
切
に
し
、み
ん
な
で

御
遠
忌
の
中
身
を
決
め
て
い
き
ま
し
た
。御

遠
忌
テ
ー
マ
「
親
鸞
さ
ま

な
ぜ

お
念
仏

な
の
？
ー
出
会
お
う
、
語
ろ
う
、今
こ
こ

で
！
」
も
こ
う
し
て
出
来
あ
が
り
、法
要
部

会
を
中
心
に
、
二
十
回
に
渡
っ
て
お
待
ち
受

け
聞
法
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

組
織
部
会
は
お
寺
の
あ
り
方
を
検
討
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
あ
ら
た
に
「
勝
福
寺

運
営
規
則
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。

広
報
部
会
は
『
響
流
山
勝
福
寺
ー
そ

の
歴
史
と
歩
み
ー
』
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
お
待
ち
受
け
聞
法
会
を
中
心
に

し
た
法
話
集
や
、
御
遠
忌
テ
ー
マ
随
想
や
作

品
展
に
出
品
さ
れ
た
作
品
に
よ
る
作
品
集

等
の
出
版
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。ま

た
御
遠
忌
本
部
会
で
は
埃
ま
み
れ
に

な
っ
て
い
た
お
荘
厳
の
一
部
を
彩
色
し
直

す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
御
遠
忌
を
勤
め
る
こ
と
を

通
し
て
、
勝
福
寺
が
お
念
仏
の
僧
伽
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。



話
し
合
い
を
重
ね
て
い
く
中
で
、
次
の
よ
う
な

記
念
事
業
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

御
遠
忌
テ
ー
マ

テ
ー
マ
垂
れ
幕
の
作
成
（
揮
毫
…
森
崎
智
子
）

テ
ー
マ
短
冊
を
つ
く
り
、
門
信
徒
の
皆
様
に
配
布
。

揮
毫
…
丸
野
寿
夫
・
渡
来
ひ
と
み･

渡
辺
昌
敏

森
崎
智
子･

後
藤
啓
一
郎･

藤
谷
純
子

向
野
理
恵

テ
ー
マ
作
品
募
集

募
集
す
る
作
品
の
種
類

イ
、
（
随
想
・
作
文
）

ロ
、
（
絵
・
書
・
写
真
）

ハ
、
（
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
詩
）

ニ
、
（
手
芸
・
工
芸
・
そ
の
他
）

※

随
想
以
外
は
テ
ー
マ
自
由
。

作
品
の
応
募
締
め
切
り
は
九
月
末

作
品
は
、
御
遠
忌
当
日
展
示
し
、
後
に
小
冊
子
に
す
る
。

お
待
ち
受
け
聞
法
会

第
一
回
～
第
十
回
（
二
〇
一
八
年
二
月
～
十
一
月
）

･

住
職

釈
尊
の
生
涯
（
三
回
）

親
鸞
聖
人
の
生
涯
（
七
回
）

･

坊
守

念
仏
生
活
を
妙
好
人
に
学
ぶ
（
十
回
）

第
十
一
回
～
第
二
十
回
（
二
〇
一
九
年
一
月
～
十
月
）

･

ご
講
師
の
先
生
に
出
講
し
て
い
た
だ
く
。

法
要
部
会
が
中
心
に
な
っ
て
運
営
す
る
。

毎
回
聞
き
書
き
を
つ
く
る
。

真
宗
本
廟
奉
仕
研
修
と
聖
跡
巡
拝
の
旅

二
〇
一
九
年
五
月

七
日
～
八
日

親
鸞
聖
人
御
旧
跡
巡
拝

＊
延
暦
寺
会
館
宿
泊

八
日
～
十
日

真
宗
本
廟
奉
仕
研
修

＊
同
朋
会
館
宿
泊

＊
本
廟
奉
仕
研
修
中
、
蓮
如
上
人
御
影
道
中

に
一
部
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

＊
参
加
者
二
十
二
名

記
念
出
版

『
愚
禿
釋
親
鸞
ー
そ
の
生
涯
と
教
え
ー

恵
信
尼
公

ー
そ
の
生
涯
と
お
便
り
ー
』

＊
お
待
ち
受
け
聞
法
会
テ
キ
ス
ト

『
響
流
山
勝
福
寺
ー
そ
の
歴
史
と
歩
み
ー
』

＊
御
遠
忌
記
念
品

『
御
遠
忌
法
話
集
』

御
遠
忌
終
了
後

『
テ
ー
マ
作
品
集
』

御
遠
忌
終
了
後

内
陣
荘
厳
御
修
復

中
尊
関
係
（
上
卓
・
輪
灯
・
瓔
珞
・
金
灯
籠
）

御
開
山
関
係
（
厨
子
・
前
卓
・
輪
灯
・
瓔
珞
・
金
灯
籠
）

折
障
子

蓮
如
上
人
掛
け
軸
修
復

向
拝
幕
（
「
か
は
づ
の
会
」
寄
贈
）

【
施
行
】
（
株
）
は
せ
が
わ
美
術
工
芸
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式
は
、
渡
辺
久
仁
子
さ
ん
の
進
行
で
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
最
初
に
向
野
茂
御
遠
忌
委
員
長
が
挨
拶
で｢
長
い

期
間
で
す
が
、
皆
さ
ん
と
共
に
続
け
て
行
き
ま
し
ょ
う｣

と
述
べ
ら
れ
た
後
、
本
堂
正
面
の
柱
に
掛
け
る
看
板
と

本
堂
内
に
か
け
る
垂
れ
幕
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

看
板
の
除
幕
は
、
揮
毫
を
し
て
く
れ
た
大
塚
の
後
藤

き

ご

う

啓
一
郎
さ
ん
、
垂
れ
幕
の
除
幕
は
四
日
市
の
森
崎
智
子

さ
ん
。
お
二
人
は｢

こ
の

ご
縁
を
大
切
に
し
た
い｣

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
看
板
と
垂
れ
幕
は

二
年
間
、
皆
さ
ん
を
テ
ー

マ
の
よ
う
に
暖
か
く
出

迎
え
て
く
れ
ま
す
。

続
い
て
短
冊
を
書
い

て
下
さ
っ
た
丸
野
寿
夫

さ
ん
、
渡
辺
昌
敏
さ
ん
、

渡
来
ひ
と
み
さ
ん
、
後

藤
啓
一
郎
さ
ん
、
森
崎
智
子
さ
ん
、
向
野
理
恵
さ
ん
と

坊
守
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

坊
守
さ
ん
か
ら
は
、｢

最
初
は
印
刷
し
た
短
冊
に
し

よ
う
と
思
っ
た
が
、
お
金
も
か
か
る
し
、
心
を
伝
え
る

意
味
で
も
手
作
り
に
し
た
い
と
思
い
、
ご
門
徒
さ
ん
に

書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
で
も
一
人
に
四
十
枚
づ
つ
お

願
い
し
た
の
で
大
変
だ
っ
た
思
い
ま
す｣

と
、
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

次
に｢

御
遠
忌
音
頭｣
を

香
田
紀
子
さ
ん
の
口
説
き

く

ど

と
藤
谷
信
さ
ん
の
太
鼓
の

伴
奏
で
、
婦
人
部
の
八
人

が
お
揃
い
の
藤
色
の
手
拭

そ
ろ

い
を
肩
に
か
け
披
露
し
て

く
れ
ま
し
た
。
踊
り
の
最

後
に
は
、
全
員
で｢

親
鸞

さ
ま

な
ぜ

お
念
仏
な

の
？
出
会
お
う

語
ろ
う

今
こ
こ
で｣

と
声
高
ら
か

に
読
み
上
げ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
佐
藤
麗
子
さ
ん
が
感
話
で
「
仏
法
を
学
び

実
践
す
る
サ
ン
ガ
に
な
る
よ
う
足
を
運
び
ま
す
。
そ
し

て
、
あ
り
が
と
う
と
い
う
感
謝
の

気
持
ち
で
二
十
回
あ
る
聞
法
会

に
は
全
部
出
席
し
ま
す
。
皆

さ
ん
方
も
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ

う
」
と
力
強
く
決
意
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

記
念
事
業
の
一
つ
で
あ
る｢

お
待
ち
受
け
聞
法
会｣

が

二
月
十
日
（
土
）
午
後
一
時
半
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

受
付
で
資
料
と
そ
の
資
料
を
綴
じ
る
バ
イ
ン
ダ
ー
を
も

ら
い
、
出
席
カ
ー
ド
に｢

蓮
の
花
の
ハ
ン
コ｣

を
押
し
て

も
ら
う
と
思
わ
ず
子
ど
も
時
代
の
夏
休
み
の
ラ
ジ
オ
体

操
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
住
職

と
純
子
坊
守
さ
ん
の
お
話
し
を

聞
く
楽
し
み
と
共
に
、
カ
ー
ド

が
ハ
ン
コ
で
埋
ま
っ
て
い
く
の

も
楽
し
み
に
な
り
そ
う
で
す
。

な
お
、
最
初
の
十
回
は
、
住

職
さ
ん
が
、
釈
尊
や
親
鸞
聖
人

の
教
え
と
生
涯
に
つ
い
て
、
坊

守
さ
ん
が
、
お
念
仏
の
生
活
を
送
っ
た｢

妙

好
人｣

に

み
ょ
う
こ
う
に
ん

つ
い
て
お
話
し
て
く
れ
ま
す
。
時
間
を
さ
い
て
、
一
緒

に
お
聞
き
し
ま
し
ょ
う
。

渡
辺
重
昭･

記

（｢

ひ
び
き｣

89
号
）
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平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
の
報
恩
講
の
初
日

（
一
月
二
十
六
日
）
に
、「
響
流
山
勝
福
寺
親

鸞
聖
人
・恵
信
尼
公
七
百
五
十
回
御
遠
忌
」
の

「
お
待
ち
受
け
開
会
式
」
を
開
催
し
ま
し
た
。い

よ
い
よ
御
遠
忌
に
向
け
て
の
第
一
歩
で
す
。

看板を書いてくれた後藤さん

看
板･

垂
れ
幕
除
幕
式

御
遠
忌
讃
歌

聞
法
会
は
じ
ま
る

短冊を書いてくださった方々

垂れ幕が披露される瞬間



二
〇
一
八
年
二
月
よ
り
、
い
よ
い
よ
、
お
待
ち
受
け

聞
法
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
第
一
回
か
ら
第
十
回
（
同

年
十
一
月
）
ま
で
は
、
住
職
と
坊
守
が
担
当
。

住
職
は｢

釈
尊
の
生
涯｣
を
三
回
、｢

親
鸞
聖
人
の
生

涯｣

を
七
回
に
わ
た
っ
て
学
び
ま
し
た
。

坊
守
は｢

念
仏
生
活
を
妙
好
人
に
学
ぶ｣

の
題
の
も
と
、

十
人
の
妙
好
人
を
選
ん
で
、
そ
の
教
え
を
学
び
ま
し
た
。

第
一
回

榎
本
栄
一
さ
ん

第
二
回

因
幡
の
源
左
さ
ん

第
三
回

浅
原
才
市
さ
ん

第
四
回

三
味
線
婆
ち
ゃ
ん

第
五
回

木
村
無
相
さ
ん

第
六
回

池
山
栄
吉
先
生

第
七
回

藤
原
正
遠
先
生

第
八
回

五
十
嵐

務
さ
ん

第
九
回

藤
田
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
さ
ん

第
十
回

恵
信
尼
公

今
回
も
前
回
の
百
日
聴
聞
会
に
な
ら
っ
て
、
そ
の
要

約
を
次
回
ま
で
に
作
っ
て
、
受
講
者
や
ご
門
徒
に
お
配

り
し
ま
し
た
。
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一
月
十
二
日

田
畑

正
久

先
生
（
宇
佐
市

佐
藤
第
二
病
院
長
）

講
題
「
お
念
仏
の
こ
こ
ろ
を
尋
ね
て
」

二
月

九
日

村
田

和
樹

先
生
（
輪
島
市

曹
洞
宗
・
龍
昌
寺
住
職
）

講
題
「
清
浄
な
る
も
の
」

三
月

九
日

伊
藤

元

先
生
（
北
九
州
市

徳
蓮
寺
前
住
職
）

講
題
「
宗
祖
の
問
い
」

四
月
十
三
日

延
塚

知
道

先
生
（
京
都
市

大
谷
大
学
名
誉
教
授
）

講
題
「
本
願
の
名
号
」

五
月
十
一
日

百
々
海

真

先
生
（
東
京
都

了
善
寺
住
職
）

ど

ど

み

講
題
「
心
理
か
ら
真
理
へ
」

六
月

八
日

兪

渶
子

先
生
（
沖
縄
県

真
宗
大
谷
派
教
師
）

ゆ

よ
ん
じ
ゃ

講
題
「
解
放
へ
の
祈
り
」

七
月
十
三
日

牧
野

桂
一

先
生
（
大
分
子
ど
も
発
達
支
援
研
究
所
々
長
）

講
題
「
生
活
の
中
で
出
遇
う
親
鸞
さ
ま

の
教
え
」

八
月
十
七
日

荒
木

半
次

先
生
（
京
都
市

城
陽
作
業
所
支
援
員
）

講
題
「
真
宗
遇
い
が
た
し
」

九
月
十
四
日

加
来

雄
之

先
生
（
京
都
市

大
谷
大
学
教
授
）

講
題
「
南
無
阿
弥
陀
仏
の
み
ぞ
ま
こ
と
」

十
月
十
二
日

横
川

香
正

先
生

（
佐
伯
市

善
正
寺
住
職
）

講
題
「
親
鸞
聖
人
と
聖
徳
太
子
」

二
〇
一
九
年
一
月
よ
り
は
御
講
師
を
お
迎

え
し
て
の
聞
法
会
で
す
。つ
い
て
は
、こ
の
た

び
の｢

お
待
ち
受
け
聞
法
会｣

が
勝
福
寺
を
超

え
て
、一
人
で
も
二
人
で
も
多
く
の
人
が
仏

法
に
出
遇
う
ご
縁
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
チ

ラ
シ
を
作
り
、新
聞
に
折
り
込
み
広
告
を
入

れ
ま
し
た
。



自
分
と
い
う
こ
と

親
鸞
さ
ま
は
自
分
の
こ
と
を
言
う

の
に
、
「
罪
悪
深
重
・
煩
悩
熾
盛
の

衆
生
」
と
言
い
ま
す
よ
ね
。
自
分
と

い
う
の
は
自
分
の
身
で
負
え
な
い
ほ

ど
の
業
を
背
負
っ
て
る
、
「
ど
う
し

よ
う
も
な
い
者
が
こ
こ
に
お
っ
た
」
っ

て
い
う
こ
と
を
言
う
わ
け
で
す
。

知
ら
ぬ
う
ち
に
僕
ら
の
毎
日
は
今

の
世
の
中
の
常
識
の
中
で
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
大
事
な
こ
と

な
ん
で
す
け
ど
、
自
分
と
い
う
こ
と

が
問
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

わ
け
で
す
。

親
鸞
さ
ま
は
、
罪
悪
深
重
の
も
の

を
背
負
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
ん
な
身

が
修
行
を
し
て
仏
に
な
ろ
う
と
し
て

も
で
き
な
い
、
と
。
だ
か
ら
、
修
行

と
い
う
こ
と
が
な
い
わ
け
で
す
。
そ

れ
に
対
し
て
、
道
元
さ
ん
と
い
う
方

は
「
と
も
あ
れ
修
行
せ
よ
、
全
身
心

を
か
け
て
修
行
せ
よ
」
と
言
う
わ
け

で
す
。

道
元
さ
ん
は
「
草
木
叢
林
の
無
常

そ
う
り
ん

な
る
、
す
な
わ
ち
仏
性
な
り
、
人
物

身
心
の
無
常
な
る
、
こ
れ
仏
性
な
り
」

と
も
言
う
。
僕
ら
の
普
通
の
思
い
で

は
「
こ
の
間
、
正
月
だ
っ
た
の
に
も

う
梅
が
咲
い
て
、
早
い
ね
」
と
か

「
つ
い
こ
の
間
30
超
え
た
ば
っ
か
り

な
の
に
、
も
う
こ
ん
な
お
っ
さ
ん
に

な
っ
て
し
も
う
た
」
と
か
ね
、
そ
う

い
う
こ
と
で
無
常
を
感
じ
る
わ
け
で

す
。
無
常
っ
て
い
う
の
は
自
分
が
感

じ
る
問
題
だ
と
思
っ
て
る
。

で
も
仏
教
で
言
う
無
常
っ
て
い
う

の
は
、
無
常
が
主
体
な
わ
け
で
す
。

無
常
と
し
て
あ
る
中
に
こ
の
「
オ
レ
」
っ

て
言
っ
て
い
る
者
が
お
る
。
梅
な
ら
、

梅
の
木
が
今
花
咲
い
て
い
る
こ
と
で

「
梅
」
っ
て
い
う
こ
と
を
思
う
。
で

も
人
間
が
「
梅
だ
」
と
思
う
前
に
、

「
梅
」
と
も
言
え
な
い
も
の
が
こ
こ

に
お
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
（
自
分
）

も
同
じ
で
す
。
「
オ
レ
は
修
行
が
で

き
る
身
で
な
い
」
と
か
言
う
必
要
が

な
い
。
そ
の
ま
ま
、
こ
れ
（
自
分
）

が
無
常
と
し
て
、
仏
性
と
し
て
あ
る

と
言
う
。

修
行
寺
に
て

僕
が
世
話
に
な
っ
て
い
た
修
行
寺

で
は
、
毎
日
9
時
間
座
り
ま
す
。
朝

5
時
か
ら
8
時
ま
で
座
り
、
終
わ
る

と
掃
除
し
て
ご
飯
食
べ
て
、
ま
た
9

時
か
ら
12
時
ま
で
座
る
、
昼
か
ら
5

時
ま
で
は
作
務
の
時
間
で
す
け
ど
、

大
概
み
ん
な
に
見
え
ん
よ
う
に
し
て

一
生
懸
命
本
読
ん
で
、
ま
た
晩
の
6

時
か
ら
9
時
ま
で
座
る
。
そ
う
し
た

毎
日
の
中
に
、
接
心
と
言
い
ま
し
て
、

日
に
14
時
間
、
朝
４
時
か
ら
晩
の
9

時
ま
で
座
る
日
が
あ
る
。

老
師
は
「
文
句
な
く
座
れ
」
っ
て

言
う
ん
で
す
。
「
意
味
や
理
由
を
探

す
な
」
と
。
壁
に
向
か
っ
て
座
っ
て

る
ん
で
す
け
ど
、
皆
さ
ん
、
10
分
で

も
い
い
、
座
っ
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
？

ち
ょ
っ
と
座
る
と
、
な
ん
て
時
間
が

長
い
こ
と
や
ら
、
と
思
う
で
す
よ
。

「
何
に
も
考
え
る
な
」
っ
て
言
わ
れ

て
も
、
何
に
も
考
え
な
い
こ
と
な
ん

て
、
そ
ん
な
の
で
き
や
し
な
い
で
す
。

妄
想
ば
っ
か
り
で
す
。
妄
想
が
止
ん

だ
ら
ね
、
眠
っ
て
る
ん
で
す
。
眠
っ

て
目
が
覚
め
た
ら
、
ぼ
ん
や
ー
り
し

て
る
ん
で
す
。
そ
の
3
つ
の
繰
り
返

し
で
す
。

老
師
は
「
勉
強
す
る
な
」
っ
て
言

う
ん
で
す
。
「
た
だ
座
れ
」
と
。

「
座
っ
て
か
ら
ど
う
す
る
ん
で
す
か
」

と
聞
く
と
、
「
10
年
た
だ
黙
っ
て
座

れ
」
と
。
10
年
終
わ
っ
た
ら
、
「
更

に
も
う
10
年
」
っ
て
言
う
ん
で
す
。

20
年
経
ち
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
老
師

は
「
更
に
も
う
10
年
座
れ
。
30
年
経
っ

た
ら
文
句
も
出
ん
だ
ろ
」
と
言
う
ん

で
す
。

僕
、
座
り
始
め
て
か
ら
50
年
経
っ

て
る
ん
で
す
け
ど
、
相
変
わ
ら
ず

「
妄
想
す
る
、
眠
る
、
ぼ
ん
や
り
す

る
」
の
繰
り
か
え
し
な
ん
で
す
。
そ

し
て
、
意
味
も
理
由
も
通
用
し
な
い

者
が
こ
こ
に
お
っ
た
と
い
う
こ
と
を

ね
、
頭
で
は
未
だ
に
さ
っ
ぱ
り
わ
け

わ
か
ら
ん
の
で
す
。
道
元
さ
ん
は
、

修
行
し
て
仏
に
な
ら
な
い
っ
て
い
う

こ
と
を
、
「
修
証
一
如
」
「
証
上
の

修
」
と
、
「
修
行
と
証
（
さ
と
り
）

と
一
緒
だ
ぜ
、
そ
の
ま
ま
が
、
そ
の

ま
ま
と
し
て
あ
る
ん
だ
ぜ
」
っ
て
い

う
こ
と
を
言
う
わ
け
で
す
。

近
代
的
自
我

昔
は
、
神
様
が
お
ら
れ
て
は
じ
め

て
個
（
わ
た
し
）
と
い
う
こ
と
が
成

立
し
、
個
と
い
う
こ
と
に
意
味
を
持

て
た
わ
け
で
す
。
だ
け
ど
、
今
の
僕

た
ち
は
、
神
様
と
い
う
存
在
、
上
位

概
念
が
な
く
な
っ
た
世
界
で
生
き
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
近
代
的
自
我
は
、

自
分
で
意
味
、
理
由
を
見
出
し
て
い

く
ほ
か
な
く
な
っ
た
。
自
分
で
意
味
、

理
由
を
探
し
た
ら
、
お
金
と
か
能
力

と
か
が
自
分
と
い
う
こ
と
を
指
し
示

す
価
値
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
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ゴ
リ
ラ
の
研
究
者
が
こ
ん
な
こ

と
言
っ
て
る
ん
で
す
。
ゴ
リ
ラ
っ

て
い
う
の
は
哺
乳
動
物
の
中
で
唯

一
人
間
に
近
い
行
為
を
す
る
と
。

熊
で
も
ラ
イ
オ
ン
で
も
オ
ス
っ
て

い
う
の
は
子
ど
も
を
持
っ
た
メ
ス

に
と
っ
て
は
最
も
危
険
な
天
敵
な

ん
で
す
。
子
ど
も
を
食
い
殺
し
て

し
ま
う
存
在
だ
か
ら
。
だ
け
ど
オ

ス
ゴ
リ
ラ
は
人
間
の
よ
う
に
子
ど

も
の
世
話
を
す
る
ら
し
い
ん
で
す
。

そ
ん
な
ゴ
リ
ラ
だ
け
ど
、
ご
飯

の
時
は
そ
れ
ぞ
れ
が
勝
手
に
葉
っ

ぱ
を
食
べ
て
る
っ
て
い
う
ん
で
す
。

研
究
者
は
言
う
わ
け
で
す
。
「
人

間
っ
て
い
う
の
は
不
思
議
な
も
ん

だ
、
わ
ざ
わ
ざ
ご
飯
を
食
器
で
用

意
し
て
、
み
ん
な
が
集
ま
っ
て
会

話
し
な
が
ら
食
べ
る
」
と
。
だ
け

ど
、
現
代
で
は
み
ん
な
忙
し
く
、

お
母
ち
ゃ
ん
は
ど
こ
そ
こ
の
仕
事
、

お
父
ち
ゃ
ん
も
ど
こ
そ
こ
の
仕
事
、

子
ど
も
は
子
ど
も
で
塾
や
ら
で
、

帰
っ
て
く
る
の
晩
の
9
時
や
10
時

だ
そ
う
で
す
。
「
こ
う
い
う
の
、

本
当
に
進
歩
し
た
社
会
っ
て
言
え

る
の
か
？

ご
飯
も
一
緒
に
食
べ

れ
な
い
こ
と
が
裕
福
な
社
会
な
の

か
？
」
と
い
う
こ
と
を
研
究
者
は

問
う
わ
け
で
す
。

僕
た
ち
の
持
っ
て
る
自
分
と
い

う
こ
と
、
自
分
は
自
分
な
ん
だ
っ

て
い
う
ふ
ま
え
方
の
「
自
分
」
っ

て
こ
と
が
一
体
何
か
と
問
う
た
ら

ね
、
よ
く
見
え
ん
わ
け
で
す
。
自

分
自
身
に
ね
、
名
前
と
か
年
齢
と

か
、
こ
ん
な
仕
事
し
て
ま
し
た
と

か
、
そ
ん
な
こ
と
自
分
で
言
う
て

も
通
用
し
な
い
っ
て
い
う
か
、
そ

ん
な
の
変
で
し
ょ
。
世
間
一
般
の

中
で
は
通
用
さ
せ
て
る
け
ど
、
自

分
自
身
に
は
通
用
し
な
い
。
「
一

体
、
自
分
っ
て
何
な
の
か
」
っ
て

言
わ
れ
た
ら
、
も
の
す
ご
く
困
る

問
題
で
す
。
バ
ン
ザ
イ
す
る
よ
り

手
が
な
い
ん
で
す
。
最
終
的
に
は
、

「
人
間
で
す
か
ら
」
と
か
、
「
人

間
だ
も
の
」
っ
て
言
う
ほ
か
な
い

わ
け
で
す
が
、
じ
ゃ
、
「
人
間
っ

て
何
で
す
か
」
っ
て
言
わ
れ
た
ら
、

「
猫
じ
ゃ
な
い
し
、
犬
じ
ゃ
な
い

し
…
」
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
。

矛
盾
す
る
存
在

ハ
イ
デ
ガ
ー
と
い
う
方
は
「
存

在
す
る
と
は
何
か
」
っ
て
こ
と
を

生
涯
問
う
た
人
物
で
す
。
「
私
と

言
え
る
も
の
が
こ
こ
に
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
い
つ
で
も
今
こ
の
ま

ま
こ
こ
で
完
結
し
て
い
る
。
と
同

時
に
、
死
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

未
だ
死
ん
で
い
な
い
か
ら
未
了
で

あ
る
、
完
結
し
て
い
な
い
」
。
こ

の
矛
盾
す
る
こ
と
が
同
時
に
起
き

て
い
る
の
が
「
存
在
」
と
言
う
。

そ
れ
は
、
私
た
ち
の
頭
で
は
考
え

得
な
い
「
言
葉
を
超
え
た
世
界
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
自
分
と
い
う

存
在
そ
の
も
の
が
、
す
で
に
自
分

で
捉
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
存
在

と
し
て
あ
る
、
自
分
の
思
い
を
破

ら
れ
た
世
界
が
こ
の
自
分
自
身
の

上
で
起
き
て
い
る
ぞ
っ
て
言
う
わ

け
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
破
ら
れ

た
世
界
が
あ
る
っ
て
こ
と
が
お
念

仏
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
毎

日
9
時
間
座
る
と
い
う
中
で
本
人

は
一
生
懸
命
、
意
味
、
理
由
を
知

ら
ぬ
間
に
探
し
て
て
、
ど
う
し
よ

う
も
な
い
っ
て
思
っ
て
い
る
け
ど
、

そ
う
い
う
こ
と
関
係
な
し
に
、
言

葉
が
破
ら
れ
た
世
界
が
「
お
前
、

こ
の
ま
ま
あ
る
ぞ
」
っ
て
こ
と
を

示
す
の
が
坐
禅
で
あ
っ
た
り
、
お

念
仏
な
わ
け
で
す
。

思
い
込
み
の
世
界

｢

毎
日
、
な
ん
で
座
っ
て
る
の
か
」
っ

て
言
わ
れ
た
ら
、
た
ま
た
ま
曹
洞

宗
の
寺
に
生
ま
れ
た
か
ら
と
し
か

言
い
様
が
な
い
。
「
な
ん
ま
ん
だ

ぶ
つ
」
っ
て
い
う
こ
と
を
全
く
知

ら
な
い
人
が
ね
、
言
え
る
か
っ
て

言
っ
た
ら
、
こ
れ
言
え
な
い
ん
で

す
。
自
分
が
ひ
っ
く
り
返
る
理
由

が
な
い
と
、
「
な
ん
ま
ん
だ
ぶ
つ
」

と
は
言
え
な
い
。
だ
か
ら
、
皆
さ

ん
が
「
な
ん
ま
ん
だ
ぶ
つ
」
っ
て

こ
の
場
で
言
え
る
こ
と
は
す
ご
い

ご
縁
を
も
ら
っ
て
る
わ
け
で
す
。

だ
け
ど
、
同
時
に
、
見
え
な
く

さ
せ
て
る
も
の
も
あ
る
ん
で
す
。

知
ら
ぬ
間
に
、
自
分
っ
て
い
う
こ

と
の
ふ
ま
え
方
を
、
念
仏
す
る
こ

と
で
そ
こ
に
意
味
を
見
出
し
て
い

る
わ
け
で
す
。
お
念
仏
す
る
こ
と

が
自
分
の
価
値
に
な
っ
て
る
、
い

い
こ
と
に
な
っ
て
る
わ
け
で
す
。

だ
か
ら
信
心
っ
て
こ
と
が
、
思
い

込
み
の
世
界
に
な
っ
て
る
わ
け
で

す
。厄

介
で
す
ね
。
知
ら
ぬ
間
に
、

念
仏
し
て
い
る
自
分
が
い
い
こ
と

に
な
っ
て
い
て
、
「
自
分
が
念
仏

す
る
」
わ
け
で
す
。
ど
こ
か
で
大

事
な
シ
ー
ン
が
す
り
替
わ
っ
て
る

ん
で
す
。
自
分
っ
て
い
う
こ
と
が

通
用
し
な
い
も
の
、
破
ら
れ
る
も

の
と
し
て
あ
っ
た
っ
て
い
う
こ
と

が
お
念
仏
で
あ
っ
て
、
そ
の
都
度
、

自
分
に
問
う
て
い
く
し
か
手
が
な

い
わ
け
で
す
。

「
親
鸞
さ
ん
の
問
い
」
を
「
自

分
の
問
い
」
の
よ
う
に
勘
違
い
し

て
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
「
親
鸞

さ
ん
の
問
い
」
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

が
そ
れ
ぞ
れ
の
比
べ
ら
れ
な
い
も

の
い
っ
ぱ
い
持
っ
て
る
は
ず
な
ん

で
す
。
そ
の
中
で
お
念
仏
す
る
こ

と
で
、
自
分
と
い
う
こ
と
を
問
う

て
い
く
、
人
間
と
は
何
な
の
か
っ

て
い
う
こ
と
を
問
わ
ざ
る
を
得
な

い
も
の
と
し
て
こ
こ
に
お
っ
た
っ

て
い
う
こ
と
が
、
お
念
仏
す
る
こ

と
の
一
番
大
事
な
シ
ー
ン
じ
ゃ
な

い
か
と
思
っ
て
る
ん
で
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
緊
張
も
相
ま
っ

て
の
ど
き
ど
き
と
、
話
が
ど
う
展

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

開

し

て

い

く

の

か

と

い

う

わ
く
わ
く
な
気
持
ち
で
聞
い
て
い

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ま
し
た
。

言
わ
ん
と
し
て
い
る
内
容
は
と

も
か
く
、
言
い
た
い
と
い
う
そ
の

熱
が
こ
ち
ら
ま
で
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
き
て
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

（
藤
谷

風
）

「響流山勝福寺・宗祖親鸞聖人750回御遠忌お待ち受け聞法会」
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【
第
十
一
回
】

お
念
仏
の
こ
こ
ろ
を
尋
ね
て

田
畑

正
久

先
生

平
野
修
先
生
は
、｢

法
蔵
菩

薩
は
私
に
か
わ
っ
て
、
私
が
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
身
と
心
の
修

行
を
全
部
し
て
く
れ
、
そ
の
功
徳
を
南

無
阿
弥
陀
仏
に
込
め
て
私
の
前
に
差
し
出
し
て
下
さ
っ

て
い
る
。
私
の
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
そ
の

念
仏
を
受
け
取
る
の
か
、
受
け
と
ら
な
い
の
か
、
だ
け

で
あ
る｣

と
。
そ
れ
を
聞
い
て
、｢

へ
ぇ
ー
、
あ
っ
け

な
い
な
ぁ
ー｣

と
思
い
な
が
ら
、
同
時
に
、｢
な
る
ほ
ど
、

そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
！｣

と
思
い
ま
し
た
。

沖
縄
で
自
分
の
病
院
の
二
階
を
聞
法
道
場
に
さ
れ
て
い

る
志
慶
眞
先
生
は
、
「
煩
悩
に
顔
を
つ
け
た
の
が
私
で

し

げ

ま

す
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
、
仏
の
智
慧

に
よ
っ
て
、
救
わ
れ
よ
う
の
な
い
自
分
で
あ
る
こ
と
に

気
づ
く
中
で
、｢

か
た
じ
け
な
く
も
、
お
念
仏
が
届
け

ら
れ
て
い
た
。
お
念
仏
さ
せ
て
頂
き
ま
し
ょ
う｣

と
、

お
念
仏
を
受
け
取
っ
て
い
く
の
が
浄
土
真
宗
の
教
え
な

ん
で
す
。

【
第
十
三
回
】

宗
祖
の
問
い

伊
藤

元

先
生

お
釈
迦
さ
ま
の
従
兄
弟
で
、

い
つ
も
お
釈
迦
さ
ま
の
身
近
に

い
た｢

多
聞
第
一｣

の
阿
難
が
、
お
釈
迦
さ
ま
に
、
「
世

尊
よ
、
善
き
友
の
あ
る
こ
と
、
善
き
仲
間
の
い
る
こ
と
、

善
き
人
々
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
仏
道
修
行
の
半

分
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
で
す
ね
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、

お
釈
迦
さ
ま
は
、
「
阿
難
よ
、
そ
う
で
は
な
い
。
善
き

友
を
も
つ
こ
と
、
善
き
仲
間
の
い
る
こ
と
、
善
き
人
々

に
取
り
巻
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
仏
道
修
行
の
全
て
で

あ
る
」
と
答
え
ら
れ
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。

親
鸞
聖
人
も
同
じ
で
す
ね
。
聖
人
は
二
十
九
歳
の
時
、

本
願
念
仏
の
教
え
に
生
き
て
お
ら
れ
る
法
然
上
人
に

出
遇
わ
れ
た
。
そ
の
時
、
聞
い
た
言
葉
が｢

た
だ
念
仏

で

あ

し
て
弥
陀
に
た
す
け
ら
れ
ま
い
ら
す
べ
し｣

で
す
。
こ

の
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
で
、
親
鸞
聖
人
の
ご
一
生
が
百

八
十
度
変
わ
っ
た
ん
で
す
。

【
第
十
四
回
】

本
願
の
名
号

延
塚

知
道

先
生

末
期
が
ん
は
痛
い
の
よ
。

先
生
、
「
う
ー
」
と
言
い
な

が
ら
、
「
ナ
ン
マ
ン
ダ
ブ
ツ
、

ナ
ン
マ
ン
ダ
ブ
ツ
…｣
言
う
か

ら
、｢

先
生
、
薬
じ
ゃ
な
い
か
ら
、

痛
み
止
め
ぐ
ら
い
、
い
い
で
し
ょ
う
」
と
、
い
く
ら
言
っ

て
も
、
「
痛
い
の
も
い
た
だ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
」
と
、

言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
。
こ
ん
な
人
が
お
る
の
か
と
、

身
体
が
震
え
る
ぐ
ら
い
感
動
し
ま
し
た
。

「
い
い
と
こ
ろ
も
悪
い
と
こ
ろ
も
、
ま
る
ご
と
南
無

阿
弥
陀
仏
の
い
の
ち
の
中
に
あ
り
ま
す
。
生
き
る
こ
と

も
死
ぬ
こ
と
も
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
い
の
ち
の
中
に
あ

り
ま
す
」
、
そ
し
て
、
「
仏
の
教
え
に
よ
っ
て
、
死
ん

で
い
け
る
よ
う
な
者
に
ま
で
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
ナ
ン

マ
ン
ダ
ブ
ツ
、
ナ
ン
マ
ン
ダ
ブ
ツ
」
と
、
自
分
の
命
に

掌
を
合
わ
せ
、｢

嬉
し
か
っ
た
。
有
り
難
か
っ
た｣

言
う

て
、
亡
く
な
っ
て
い
か
れ
ま
し
た
。

【
第
十
五
回
】

心
理
か
ら
真
理
へ

百
々
海

真

先
生

ど

ど

み

「
心
理
か
ら
真
理
へ
」
と
い

う
講
題
に
し
ま
し
た
。
私
は

仏
法
聴
聞
の
要
を
こ
の
言
葉

か
な
め

か
ら
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

聞
法
と
は
心
の
持
ち
よ
う
の
問

題
で
な
く
、
す
で
に
運
ば
れ
て
い
る

道
理
の
発
見
、
身
の
事
実
へ
の
目
覚
め
を
賜
り
続
け
る

こ
と
と
受
け
と
め
て
い
ま
す
。

林
暁
宇
先
生
の
書
簡
集
に
「
ど
う
に
も
な
ら
ん
と
い

う
も
の
が
人
間
に
は
大
事
な
の
で
す
。
そ
れ
だ
け
が

「
我
」
を
破
っ
て
い
く
の
で
す
」
と
い
う
言
葉
が
載
っ

て
い
ま
す
。
「
ど
う
に
も
な
ら
ん
も
の
が
大
事
」
な
ん

て
、
人
間
の
物
差
し
に
立
て
ば
や
せ
我
慢
と
し
か
聞
こ

え
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
こ
れ
は
林
先
生
の
上
に
聞
こ
え

た
言
葉
で
あ
り
、
ご
自
身
も
き
っ
と
こ
の
一
言
に
育
て

ら
れ
た
の
で
す
。
「
我
」
が
破
ら
れ
る
と
は
、
私
た
ち

の
も
の
の
見
方
、
モ
ノ
サ
シ
が
翻
さ
れ
る
一
瞬
で
し
ょ

ひ
る
が
え

う
。
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【
第
十
六
回
】

解
放
へ
の
祈
り

兪

渶
子

先
生

ゆ

よ
ん
じ
ゃ

人
類
誕
生
の
時
か
ら
人
間
の

中
に
あ
る
、
美
し
い
も
の
を
見
た
ら

感
動
す
る
、
美
し
い
月
を
見
た
ら
自
然
に
手
を
合
わ
す
、

そ
う
い
う
も
の
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
も
の
が
宗
教
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
す
で
に
私
た
ち
に
有
る
も
の
、

願
わ
れ
て
い
る
も
の
、
そ
う
い
う
も
の
に
気
づ
い
た
ら
、

仏
教
は
明
る
い
世
界
観
、
生
き
る
力
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
ね
、
い
ろ
ん
な
形
で
親
鸞
聖
人
に
出
遇
っ
た
喜

び
を
伝
え
た
い
。
「
親
鸞
聖
人
の
言
葉
を
聞
い
て
、
私

は
蘇
生
し
ま
し
た
」
と
。
人
間
は
ね
、
過
去
に
戻
っ
て

生
き
直
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
で
も
ね
、
生
き
方
を
変

え
る
こ
と
は
で
き
る
。
梶
原
敬
一
さ
ん
は｢

親
鸞
が
言

え
な
か
っ
た
こ
と
を
、
今
生
き
て
い
る
私
た
ち
が
言
う｣

と
教
え
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
親
鸞

聖
人
の
未
来
を
生
き
る
門
徒
で
す
。

【
第
十
七
回
】

生
活
の
中
で
出
遇
う
親
鸞
さ
ま
の
教
え

牧
野
桂
一

先
生

鈴
木

大
拙
先

生
は

、
行

を

「
Ｌ
ｉ
ｖ
ｉ
ｎ
ｇ
（
生
活
）
」

と
英
訳
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
真

宗
の
行
は
生
活
な
ん
で
す
。
朝
起

き
て
眠
る
ま
で
、
箸
の
上
げ
下
ろ
し
ま

で
含
め
た
全
体
に
真
宗
の
教
え
が
あ
る
の
で
す
。
そ
し

て
赤
ち
ゃ
ん
に
も
年
寄
り
に
も
流
れ
て
い
て
、
童
謡
や

童
話
に
も
仏
様
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
は

わ
た
し
で
あ
る
が
ま
ま
に
「
天
上
天
下
唯
我
独
尊
」
。

誰
一
人
と
し
て
代
わ
り
よ
う
の
な
い
命
を
生
き
て
い
る
。

そ
の
命
を
本
当
に
温
か
い
眼
差
し
で
見
守
る
お
母
さ
ん
、

お
父
さ
ん
の
眼
、
家
族
の
眼
、
仏
さ
ん
の
眼
が
大
切
で

ま
な
こ

す
。
誰
も
見
捨
て
な
い
摂
取
不
捨
の
眼
で
一
人
一
人
の

い
の
ち
が
見
つ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
く
こ

と
が
、
今
ほ
ど
求
め
ら
れ
て
い
る
時
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
第
十
八
回
】

真
宗
遇
い
が
た
し

荒
木
半
次

先
生

木
村
無
相
さ
ん
が
「
念
仏
が

息
を
す
る
」
と
言
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。

一
息

一
息

如
来
の
息

我
は
仏
に
非
ざ
れ
ど

如
来
は
我
に
息
し
た
も
う

こ
の
詩
の
背
景
に
は
、
曽
我
先
生
の
「
如
来
、
我
と
な

り
て
我
を
救
い
た
も
う
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
が
、
「
如
来
、
念
仏
の
息
と
な
り
て
我
を
生
か
し
た

も
う
」
、
念
仏
は
息
や
と
実
感
し
ま
し
た
。

念
仏
が
息
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
浅
原
才
市
さ
ん

に
も
こ
ん
な
詩
が
あ
り
ま
す
。

出
る
息
が
南
無

引
く
息
が
阿
弥
陀
仏

出
入
り
の
息
こ
そ
う
れ
し

な
む
あ
み
だ
ぶ
つ

息
の
間
も
な
む
あ
み
だ
ぶ
つ

「
出
る
息
」
つ
ま
り
吐
き
出
す
息
は
自
我
で
す
よ
。
自

我
を
吐
き
出
す
と
、
お
の
ず
か
ら
自
分
の
中
に
吸
い
込

ま
れ
て
く
る
の
が
阿
弥
陀
仏
で
す
。
本
当
に
素
晴
ら
し

い
詩
だ
と
思
い
ま
す
。

児
玉
先
生
も
「
如
来
の
本
願
が
私
の
い
の
ち
と
な
っ

た
そ
の
証
、
そ
の
徴
が
南
無
阿
弥
陀
仏
。
南
無
阿
弥
陀

あ
か
し

し
る
し

仏
は
だ
か
ら
本
願
の
呼
吸
で
す
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
第
十
九
回
】

南
無
阿
弥
陀
仏
の
み
ぞ
ま
こ
と

加
来
雄
之
先
生

仏
教
は
理
屈
と
し
て
何
に

も
難
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
「
今
、
こ
こ
に
、
こ
の

よ
う
な
自
分
と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
他
者
と
と
も
に
あ
る
」
、

こ
の
わ
が
身
の
事
実
を
正
し
く
受
け
と
め
る
こ
と
が
仏

教
の
根
本
で
す
。
と
こ
ろ
が
私
た
ち
は
思
い
で
こ
の
身

の
事
実
を
解
釈
し
て
生
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
仏
教
で

は
迷
い
と
い
う
。
こ
の
迷
い
の
心
で
み
ず
か
ら
を
傷
つ

け
他
を
傷
つ
け
る
世
界
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
ま
す
。
自

分
に
与
え
ら
れ
た
身
を
正
し
く
受
け
と
め
る
こ
と
、
そ

れ
以
外
に
仏
教
の
課
題
は
な
い
。
「
あ
な
た
の
身
の
事

実
、
こ
れ
だ
け
が
あ
な
た
が
帰
っ
て
行
く
大
地
で
す
。

思
い
を
ど
れ
だ
け
積
み
重
ね
て
も
身
の
事
実
に
は
帰
れ

ま
せ
ん
よ
。
身
の
事
実
か
ら
の
呼
び
か
け
、
そ
れ
を
き

ち
ん
と
聞
い
て
下
さ
い
」
こ
の
呼
び
か
け
が
南
無
阿
弥

陀
仏
で
す
。
だ
か
ら
南
無
阿
弥
陀
仏
が
私
た
ち
に
と
っ

て
も
っ
と
も
大
事
な
言
葉
な
ん
で
す
。
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恵
信
尼
公
七
百
五
十
回
御
遠
忌
法
要
次
第

10
：
00
～
10
：
45

・
献
灯
・
献
華
・
献
香

・
表
白
（
坊
守
）

・
勤
行

…
…

音
楽
法
要
（
コ
ー
ル
ハ
イ
マ
ー
ト
）

・

11
：
00
～
12
：
00

・
記
念
法
話

講
師

渡
辺
愛
子
先
生

講
題
「
親
鸞
聖
人
と
共
に
歩
ん
だ
恵
信
尼
さ
ま

ー
在
家
仏
教
を
ひ
ら
く
ー
」

12
：
00
～
13
：
15

・
お
斎＊

昼
食
休
憩
中

…
…

お
抹
茶
の
接
待

（
中
園
れ
い
子
社
中
）

13
：
30
～
14
：
00

・
か
は
づ
の
会
有
志
に
よ
る
踊
り
「
御
遠
忌
慶
讃
歌
」

14
：
15
～
15
：
30

（
記
念
イ
ベ
ン
ト
）

・
薩
摩
琵
琶
演
奏

「
花
こ
ぶ
し
ー
恵
信
尼
公
を
憶
う
ー
」

作
詞
＝
渡
辺
愛
子

作
曲
・
演
奏
＝
桜
井
亞
木
子

｢

敦
盛｣

平
家
物
語
よ
り

15
：
30

閉
会

親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
法
要
次
第

10
：
00
～
11
：
00

・
献
灯
・
献
華
・
献
香

・
伽
陀

＊
起
立
散
華

・
表
白
（
住
職
）

・
勤
行

正
信
偈･

念
仏･

和
讃

宇
佐
組
法
中

＊
雅
楽
あ
り

11
：
00
～
12
：
00

・
記
念
法
話

講
師

狐
野
秀
存
先
生
（
大
谷
専
修
学
院
長
）

講
題

｢

た
だ
び
と
と
な
り
て
祖
聖
に
続
か
ん｣

そ
し
ょ
う

12
：
00
～
13
：
00

・
お
斎

13
：
15
～
14
：
00
（
記
念
イ
ベ
ン
ト
）

・
一
人
芝
居
「
妙
好
人

む
つ
れ
じ
ま
の
お
軽
」

か
る

14
：
15
～
15
：
15

・
記
念
式
典

・
講
話｢

勝
福
寺
の
歴
史｣
…
…
渡
辺
浩
晃
氏

・
感
謝
状

15
：
15
～

餅
ま
き

15
：
30

閉
会

響
流
山
勝
福
寺

宗
祖
親
鸞
聖
人
・
恵
信
尼
公

七
百
五
十
回
御
遠
忌

予
算

収
入
の
部

※
単
位

円

勝
福
寺
一
般
会
計
よ
り

２
，
０
０
０
，
０
０
０

永
代
経
御
懇
志
積
立
金
よ
り

３
，
６
０
０
，
０
０
０

御
遠
忌

御
懇
志

２
，
０
０
０
，
０
０
０

お
待
ち
受
け
聞
法
会
会
費

３
５
０
，
０
０
０

『
愚
禿
釋
親
鸞

…

』
売
上
金

１
５
０
，
０
０
０

御
仏
前

１
０
０
，
０
０
０

合
計

８
，
２
０
０
，
０
０
０

支
出
の
部

内
陣
荘
厳
修
復
費

３
，
６
０
０
，
０
０
０

御
遠
忌
法
要
費

１
，
０
７
５
，
０
０
０

お
待
ち
受
け
聞
法
会

１
，
０
０
０
，
０
０
０

テ
ー
マ
短
冊
作
成
費

１
１
８
，
３
３
９

『
愚
禿
釋
親
鸞

…

』
製
本
代

４
７
４
，
１
２
０

『
響
流
山
勝
福
寺
ー
そ
の
歴
史
と
歩
み
ー
』
製
本
代

８
０
０
，
０
０
０

『
お
待
ち
受
け
聞
法
会
法
話
集
』
製
本
代

８
０
０
，
０
０
０

『
テ
ー
マ
作
品
集
』
作
成
費

５
０
，
０
０
０

通
信
印
刷
費

１
０
０
，
０
０
０

そ
の
他

１
８
２
，
５
４
１

合
計

８
，
２
０
０
，
０
０
０

- 90 -

二
〇
一
九
年
十
一
月
二
十
四
日

二
〇
一
九
年
十
一
月
二
十
三
日


